
乗って守ろう
養老鉄道

養老町の子育て支援アプリ

妊娠から出産、育児までを
フルサポート！養老町防災行政情報

■養老町防災アプリ

iPhone版 Android版

あんしん防災ネット
■養老町の防災情報メール配信

PC/スマホ版 フィーチャーフォン
（ガラケー）版 養老町の子育てサイト

子育てに関する情報が満載！

第42回全国都市緑化ぎふフェアが開催されます

養老公園の４月おすすめイベント

　４月より国内最大級の花と緑の祭典「全国都市緑化ぎふフェア（愛称：ぎふグリーン・
ライフフェスティバル 2025）」が開催されます。美濃地域の６つの県営都市公園と飛
騨地域の大自然を会場として、自然と共生した暮らしを体感・体験する様々な展示や
イベントが展開されます。

　関ケ原古戦場や山車祭りなどの西美濃地域の観光や歴史、文化のほか、古くから岐阜県に息づく薬草文化に触れ合う
イベントを開催します。

詳しくはフェア公式ホームページをご覧ください。

●開催期間　４月 23日（水）～６月 15日（日）
●会場

会場テーマ：歴史・文化、アート
養老公園

会場テーマ：バラ・花
ぎふワールド・ローズガーデン

会場テーマ：木・林
岐阜県百年公園

会場テーマ：里のみどり
ぎふ清流里山公園

会場テーマ：未来・夢
各務原公園

会場テーマ：水・川
世界淡水魚園

会場テーマ：森
飛騨会場（飛騨地域の大自然）

飛騨・美濃じまん　西美濃＆薬草文化Day

第42回全国都市緑化ぎふフェア実行委員会事務局（岐阜県庁都市公園課内）　☎058-272-8658

フェア公式ホームページ

薬草体験ワークショップ（ぎふコーラ、ブーケ作りなど） 西美濃市町観光案内コーナー ローカルトレインコーナー

（イベント）
＊薬草＆ハーブマルシェ
＊西美濃再発見コーナー
＊養老鉄道・樽見鉄道ローカルトレインコーナー　など
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３
月
７
日（
金
）に
町
内
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、高
田
中
学
校
か
ら
121人

、東
部
中
学
校
か
ら
127人

が
希
望
を
胸
に
学
び
舎

を
巣
立
ち
ま
し
た
。式
の
最
後
に
は
、学
校
生
活
３
年
間
の
集
大
成
と
し
て
卒
業
生
に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
、恩
師
と
在
校
生
、思
い
出
の
校
舎
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
式
を
終
え
た
あ
と
に
は
、こ
れ
ま
で
過
ご
し
た
３
年
間
を
仲
間
と
と
も
に
懐
か
し
み
、涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。ま
た
、そ
れ

ぞ
れ
に
夢
や
希
望
に
つ
い
て
語
り
、輝
か
し
い
未
来
へ
の
誓
い
を
交
わ
し
ま
し
た
。
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町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
で
は
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
を
得
て
、
素
晴
ら
し
い

成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
10
年
、

20
年
、
さ
ら
に
先
の
未
来
へ
と
繋
い
で
い
く
と

と
も
に
、
住
民
力
、
地
域
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
、
養
老
の
明
日
を
拓
く
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
で
地

域
自
治
が
育
ま
れ
、
町
民
と
町
と
の
協
働
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
様
々
な
地
域
課
題

に
立
ち
向
か
う
た
め
、「
現
場
主
義
」「
町
民
目
線
」

を
大
切
に
し
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
」「
子
育
て
支
援
策
の
充
実
」「
健
全
財
政

の
維
持
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を
通
し
て
の
地
方

創
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
を
町
政
運
営
の

基
本
方
針
と
な
る
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
目
標
と
町
の
最
上
位
計
画
で
あ

る「
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」を
踏
ま
え
、

密
接
に
連
携
し
な
が
ら
「
人
口
減
少
対
策
」「
交

通
ア
ク
セ
ス・住
環
境
の
改
善
」「
産
業
振
興
」「
誘

客
促
進
」「
物
価
高
騰
対
策
」「
防
災・減
災
対
策
」

の
６
つ
の
個
別
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
移
動
型
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の

開
催
や
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
テ

レ
ワ
ー
ク
施
設
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
」
を

拠
点
と
し
た
地
域
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り

組
み
や
異
業
種
と
の
交
流
に
よ
る
新
た
な
産
業

創
出
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
、「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
た
地
域
福
祉
に
お
け
る

体
制
整
備
な
ど
、
そ
の
他
様
々
な
分
野
に
お
い

て
も
施
策
を
講
じ
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

令和７年度の予算が決定しました

予算総額　214億 7,530万円
一般会計：128億 8,300 万円　　特別会計：70億 1,520 万円　　企業会計：15億 7,710 万円

　
予
算
の
内
訳
は
、
一
般
会
計
が
１
２
８
億
８
，

３
０
０
万
円
、
特
別
会
計
が
70
億
１
，
５
２
０

万
円
、
企
業
会
計
が
15
億
７
，
７
１
０
万
円
で
、

総
額
２
１
４
億
７
，
５
３
０
万
円
で
す
。

　
一
般
会
計
は
前
年
度
比
７
．
２
％
増
、
特
別

会
計
は
前
年
度
比
１
．
７
％
増
、
企
業
会
計
は

前
年
度
比
７
．
６
％
増
し
、
総
額
と
し
て
は
前

年
度
比
５
．
３
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
面
で
は
、
町
税
は
前

年
度
か
ら
４
．８
％
増
の
34
億
６
，８
０
５
万
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と
し
た
寄
附
金
は
、

前
年
度
比
１
．
３
％
増
の
７
億
６
，
６
８
９
万

円
を
計
上
し
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
１
．

５
％
増
の
26
億
５
，
７
５
０
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
町
中
央
公
園
野
球

場
整
備
工
事
の
た
め
１
億
８
，
６
１
０
万
円
、

中
学
校
屋
内
運
動
場
・
町
民
体
育
館
空
調
設
置

工
事
の
た
め
１
億
７
，
８
９
０
万
円
、
町
道
の

舗
装
・
改
良
の
地
方
道
路
等
整
備
事
業
債
、
地

域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
債
な
ど
を
計
上
し
、

総
額
で
前
年
度
比
84
．
８
％
増
の
６
億
５
，
１

９
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
予
算
は
、
子
ど
も
達
が
未
来
へ

向
け
て
大
き
く
羽
ば
た
け
る
よ
う
に
子
育
て
・

教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
こ
と
を

中
心
と
し
た
「
未
来
を
築
く
積
極
予
算
」
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
や
物
価
高
騰

対
策
、
新
食
肉
基
幹
市
場
建
設
事
業
な
ど
に
も

重
き
を
置
き
、
住
民
参
画
・
地
域
資
源
の
活
用
・

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、「
養
老
町

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将

来
像
「
人
が
あ
つ
ま
り
　
楽
し
く
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
姿
勢
・
運
営
方
針

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
養
老
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日（
火
）に
開
会
さ
れ
、
最
終
日

の
19
日（
水
）に
令
和
７
年
度
予
算
案（
一
般
会
計
、
７
事
業
の
特
別
会

計
、
２
事
業
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
）が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

令和７年度　養老町一般会計当初予算
歳入歳出予算額　128億8,300万円

その他         330,600　2.6%
地方譲与税   189,462　1.5%

使用料及び手数料
209,519
1.6%

繰越金         200,000　1.5%

諸収入
374,439
2.9%
町債
651,900
5.1%
地方消費税交付金
698,600　5.4%
地方消費税交付金
698,600　5.4%

寄附金
766,881
6.0%

寄附金
766,881
6.0%
県支出金
933,010
7.3%

県支出金
933,010
7.3%
繰入金
1,036,233
8.1%

繰入金
1,036,233
8.1% 国庫支出金 

1,366,815
10.6%

国庫支出金 
1,366,815
10.6%

地方交付税 
2,657,500
20.6%

地方交付税 
2,657,500
20.6%

町税
3,468,041
26.9%

町税
3,468,041
26.9%

民生費
3,840,822
29.8%

民生費
3,840,822
29.8%

総務費
2,640,394
20.5%

総務費
2,640,394
20.5%

教育費
1,387,754
10.8%

教育費
1,387,754
10.8%

衛生費
1,219,841
9.4%

衛生費
1,219,841
9.4%

土木費
1,160,811
9.0%

土木費
1,160,811
9.0%

公債費
1,040,472
8.1%

公債費
1,040,472
8.1%

消防費
656,584　5.1%
消防費
656,584　5.1%

農林水産業費
593,329　4.6%
農林水産業費
593,329　4.6%

商工費
240,418　1.9%
商工費
240,418　1.9%

議会費　92,400　0.7%議会費　92,400　0.7%
その他　10,175　0.1%その他　10,175　0.1%

歳入 歳出

単位：千円

予備費       10,000
労働費　         135
災害復旧費        40

分担金及び負担金　　　　108,502
法人事業税交付金　　　　  56,500
財産収入　　　　　　　　  43,636
株式等譲渡所得割交付金　  39,100
環境性能割交付金　　　　  30,100

配当割交付金　　　　　　27,200
地方特例交付金　　　　　21,300
利子割交付金　　　　　　  2,400
交通安全対策特別交付金　  1,862

その他の内訳 その他の内訳

その他

地方譲与税

使用料及び手数料
諸収入

町債

地方消費税交付金

寄附金
繰入金

繰越金

国庫支出金・
県支出金

地方交付税

町税
歳入項目の説明 歳出項目の説明

町民税、固定資産税など町へ納められた税

地方自治体が等しく行政サービスを行えるよう
に一定の基準により国から交付されるお金

特定の事業を実施するために国や県か
ら交付されるお金

基金、特別会計などから繰り入れたお金
ふるさと納税や寄附によるお金

地方消費税の一部が、町の人口などに
応じて県から交付されるお金

事業を実施するために国や金融機関から
借り入れるお金

町の預金利子や各種講座参加費など
町の施設利用料や証明書発行手数料など

国税として徴収され、そのまま国から地
方自治体に譲与される税

分担金及び負担金、法人事業税交付金など その他

商工費

農林水産業費

消防費

公債費

土木費

衛生費

議会費

教育費

総務費

民生費

翌年度の財源として繰り越す「決算上
の余剰金」

児童や高齢者、障がい者のための事業や福
祉施設の維持管理などにかかる費用

庁舎の管理や財政、企画、税務、戸籍
事務などにかかる費用

学校教育、生涯学習、スポーツ振興な
どの教育行政にかかる費用

健康増進、公衆衛生やごみの収集運搬な
どにかかる費用

道路、河川、住宅などの各種公共施設の
整備や維持管理などにかかる費用

国や金融機関から借り入れた町債（借
金）の返済金

消防や救急、防災などにかかる費用

農林業・畜産の振興などにかかる費用

商工業・観光の振興などにかかる費用

労働費・災害復旧費・予備費

町議会の運営などにかかる費用

広報ようろう　2025.4.13 広報ようろう　2025.4.1 2
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客
促
進
」「
物
価
高
騰
対
策
」「
防
災・減
災
対
策
」

の
６
つ
の
個
別
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
移
動
型
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の

開
催
や
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
テ

レ
ワ
ー
ク
施
設
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
」
を

拠
点
と
し
た
地
域
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り

組
み
や
異
業
種
と
の
交
流
に
よ
る
新
た
な
産
業

創
出
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
、「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
た
地
域
福
祉
に
お
け
る

体
制
整
備
な
ど
、
そ
の
他
様
々
な
分
野
に
お
い

て
も
施
策
を
講
じ
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

令和７年度の予算が決定しました

予算総額　214億 7,530万円
一般会計：128億 8,300 万円　　特別会計：70億 1,520 万円　　企業会計：15億 7,710 万円

　
予
算
の
内
訳
は
、
一
般
会
計
が
１
２
８
億
８
，

３
０
０
万
円
、
特
別
会
計
が
70
億
１
，
５
２
０

万
円
、
企
業
会
計
が
15
億
７
，
７
１
０
万
円
で
、

総
額
２
１
４
億
７
，
５
３
０
万
円
で
す
。

　
一
般
会
計
は
前
年
度
比
７
．
２
％
増
、
特
別

会
計
は
前
年
度
比
１
．
７
％
増
、
企
業
会
計
は

前
年
度
比
７
．
６
％
増
し
、
総
額
と
し
て
は
前

年
度
比
５
．
３
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
面
で
は
、
町
税
は
前

年
度
か
ら
４
．８
％
増
の
34
億
６
，８
０
５
万
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と
し
た
寄
附
金
は
、

前
年
度
比
１
．
３
％
増
の
７
億
６
，
６
８
９
万

円
を
計
上
し
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
１
．

５
％
増
の
26
億
５
，
７
５
０
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
町
中
央
公
園
野
球

場
整
備
工
事
の
た
め
１
億
８
，
６
１
０
万
円
、

中
学
校
屋
内
運
動
場
・
町
民
体
育
館
空
調
設
置

工
事
の
た
め
１
億
７
，
８
９
０
万
円
、
町
道
の

舗
装
・
改
良
の
地
方
道
路
等
整
備
事
業
債
、
地

域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
債
な
ど
を
計
上
し
、

総
額
で
前
年
度
比
84
．
８
％
増
の
６
億
５
，
１

９
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
予
算
は
、
子
ど
も
達
が
未
来
へ

向
け
て
大
き
く
羽
ば
た
け
る
よ
う
に
子
育
て
・

教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
こ
と
を

中
心
と
し
た
「
未
来
を
築
く
積
極
予
算
」
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
や
物
価
高
騰

対
策
、
新
食
肉
基
幹
市
場
建
設
事
業
な
ど
に
も

重
き
を
置
き
、
住
民
参
画
・
地
域
資
源
の
活
用
・

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、「
養
老
町

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将

来
像
「
人
が
あ
つ
ま
り
　
楽
し
く
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
姿
勢
・
運
営
方
針

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
養
老
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日（
火
）に
開
会
さ
れ
、
最
終
日

の
19
日（
水
）に
令
和
７
年
度
予
算
案（
一
般
会
計
、
７
事
業
の
特
別
会

計
、
２
事
業
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
）が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

令和７年度　養老町一般会計当初予算
歳入歳出予算額　128億8,300万円

その他         330,600　2.6%
地方譲与税   189,462　1.5%

使用料及び手数料
209,519
1.6%

繰越金         200,000　1.5%

諸収入
374,439
2.9%
町債
651,900
5.1%
地方消費税交付金
698,600　5.4%
地方消費税交付金
698,600　5.4%

寄附金
766,881
6.0%

寄附金
766,881
6.0%
県支出金
933,010
7.3%

県支出金
933,010
7.3%
繰入金
1,036,233
8.1%

繰入金
1,036,233
8.1% 国庫支出金 

1,366,815
10.6%

国庫支出金 
1,366,815
10.6%

地方交付税 
2,657,500
20.6%

地方交付税 
2,657,500
20.6%

町税
3,468,041
26.9%

町税
3,468,041
26.9%

民生費
3,840,822
29.8%

民生費
3,840,822
29.8%

総務費
2,640,394
20.5%

総務費
2,640,394
20.5%

教育費
1,387,754
10.8%

教育費
1,387,754
10.8%

衛生費
1,219,841
9.4%

衛生費
1,219,841
9.4%

土木費
1,160,811
9.0%

土木費
1,160,811
9.0%

公債費
1,040,472
8.1%

公債費
1,040,472
8.1%

消防費
656,584　5.1%
消防費
656,584　5.1%

農林水産業費
593,329　4.6%
農林水産業費
593,329　4.6%

商工費
240,418　1.9%
商工費
240,418　1.9%

議会費　92,400　0.7%議会費　92,400　0.7%
その他　10,175　0.1%その他　10,175　0.1%

歳入 歳出

単位：千円

予備費       10,000
労働費　         135
災害復旧費        40

分担金及び負担金　　　　108,502
法人事業税交付金　　　　  56,500
財産収入　　　　　　　　  43,636
株式等譲渡所得割交付金　  39,100
環境性能割交付金　　　　  30,100

配当割交付金　　　　　　27,200
地方特例交付金　　　　　21,300
利子割交付金　　　　　　  2,400
交通安全対策特別交付金　  1,862

その他の内訳 その他の内訳

その他

地方譲与税

使用料及び手数料
諸収入

町債

地方消費税交付金

寄附金
繰入金

繰越金

国庫支出金・
県支出金

地方交付税

町税
歳入項目の説明 歳出項目の説明

町民税、固定資産税など町へ納められた税

地方自治体が等しく行政サービスを行えるよう
に一定の基準により国から交付されるお金

特定の事業を実施するために国や県か
ら交付されるお金

基金、特別会計などから繰り入れたお金
ふるさと納税や寄附によるお金

地方消費税の一部が、町の人口などに
応じて県から交付されるお金

事業を実施するために国や金融機関から
借り入れるお金

町の預金利子や各種講座参加費など
町の施設利用料や証明書発行手数料など

国税として徴収され、そのまま国から地
方自治体に譲与される税

分担金及び負担金、法人事業税交付金など その他

商工費

農林水産業費

消防費

公債費

土木費

衛生費

議会費

教育費

総務費

民生費

翌年度の財源として繰り越す「決算上
の余剰金」

児童や高齢者、障がい者のための事業や福
祉施設の維持管理などにかかる費用

庁舎の管理や財政、企画、税務、戸籍
事務などにかかる費用

学校教育、生涯学習、スポーツ振興な
どの教育行政にかかる費用

健康増進、公衆衛生やごみの収集運搬な
どにかかる費用

道路、河川、住宅などの各種公共施設の
整備や維持管理などにかかる費用

国や金融機関から借り入れた町債（借
金）の返済金

消防や救急、防災などにかかる費用

農林業・畜産の振興などにかかる費用

商工業・観光の振興などにかかる費用

労働費・災害復旧費・予備費

町議会の運営などにかかる費用

広報ようろう　2025.4.13 広報ようろう　2025.4.1 2



★
新
規
事
業（
一
部
新
規
を
含
む
） 

◆
拡
充
事
業

○
継
続
事
業

『
個
別
施
策
①
　
人
口
減
少
対
策
』

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、

人
と
人
、
人
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、

地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

人
口
の
創
出
に
よ
る
賑
い
の
あ
る
地
域
社
会
の

形
成
を
目
指
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
複
合
的

に
展
開
し
、「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」
を

進
め
ま
す
。

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
全
て
の
大

綱
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま
す
。

★
広
報
費
　
　
　
　
　
　
３
９
，６
１
４
千
円

　
町
内
外
に
対
し
、
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、

町
広
報
紙
の
発
行
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
町
行
政
情
報
番
組『
Ｙ

ｏ
ｒ
ｏ
ち
っ
く
』
の
放
送
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
利
便
性
の
高
い
も

の
と
す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
運
用
開

始
を
目
指
し
、
閲
覧
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

見
や
す
く
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。

★
紅
葉
譜
購
入
事
業
　
　
　
７
，４
４
７
千
円

　
名
誉
町
民
で
あ
る
土
屋
禮
一
氏
の
作
品
で
、

首
相
官
邸
に
飾
ら
れ
て
い
る
絵
画「
紅
葉
譜
」を
、

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
購
入
し
、
一
般
公
開
の

機
会
を
設
け
ま
す
。

○
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｌ
Ｄ
事
業
　
　
　
　
　
３
，０
２
７
千
円

　
令
和
５
年
１
月
に
町
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ「
Ｙ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ

Ｄ
」
を
設
立
し
て
以
来
、
町
内
外
を
問
わ
ず
多

く
の
皆
さ
ま
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
会
員
対
象
の
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
町
の
魅
力
を
体
感
し
て

も
ら
い
、
関
係
の
深
化
を
促
進
し
ま
す
。

○
移
住
定
住
促
進
事
業
　
　
７
，５
３
２
千
円

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
移
住

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
若
者
世
帯
お
よ

び
三
世
代
同
居
・
近
居
世
帯
を
対
象
と
し
て
住

宅
取
得
や
孫
育
て
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
本
町

へ
の
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
，４
５
３
千
円

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
お
い
て
中
核
を

な
す
組
織
で
あ
る
「
地
域
自
治
町
民
会
議
」
の

設
立
を
推
進
し
ま
す
。
未
設
置
の
地
区
に
は
立

ち
上
げ
を
支
援
し
、
設
置
済
み
の
地
区
に
お
い

て
も
活
動
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
活

性
化
に
繋
が
る
事
業
と
し
て
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

★
日
独
交
流
事
業
　
　
　
　
　
２
，６
２
３
千
円

　
友
好
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト
ゾ
ー
デ

ン
市
と
の
交
流
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
て
い
た
交
流
団
の
受
け
入
れ
を
昨
年
度
か
ら

再
開
し
ま
し
た
。
今
年
度
に
は
、
相
互
の
友
好

関
係
を
改
め
て
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国

際
理
解
の
深
化
を
目
的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
団
の
派
遣
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
学
校
の
あ
り
方
検
討
事
業
　
３
，９
５
３
千
円

　
町
内
小
中
学
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
数
の
推
移

と
、
地
域
住
民
や
保
護
者
、
児
童
生
徒
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
て
議
論
し
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
、

将
来
を
展
望
し
た
学
校
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま

す
。

○
小
学
校
情
報
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
，８
０
０
千
円

○
中
学
校
情
報
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
，８
０
６
千
円

　
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
整

備
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
更
新
し
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
、
個
別
最
適

化
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
る
た
め
の
環
境

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
中
学
校
校
舎
等
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
６
，０
３
６
千
円

★
社
会
体
育
施
設
維
持
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
８
，５
８
４
千
円

　
体
育
活
動
や
部
活
動
な
ど
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
、
体
育
館
利
用
者
の
熱
中
症
を
予
防
す
る

た
め
、
町
内
中
学
校
２
校
の
屋
内
運
動
場
に
空

調
設
備
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
重
要
な
役
割
を
担

う
施
設
で
あ
る
た
め
、
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

★
中
央
公
園
野
球
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
９
６
，４
７
５
千
円

　
中
央
公
園
野
球
場
が
、
令
和
８
年
度
に
開
催

さ
れ
る
東
日
本
２
部
軟
式
野
球
大
会
お
よ
び
令

和
10
年
度
に
開
催
さ
れ
る
高
円
宮
賜
杯
全
日
本

学
童
軟
式
野
球
大
会
の
会
場
の
１
つ
と
し
て
決

定
し
て
い
る
た
め
、
第
２
期
養
老
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
基
づ
く
施
設
整
備
を
行
い
、
大
会

の
適
切
な
運
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
契
機
と
し
ま
す
。

★
人
権
擁
護
推
進
事
業
　
　
　
４
，７
６
５
千
円

　
女
性
や
子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る
人
、

同
和
問
題
な
ど
の
部
落
差
別
、
外
国
人
な
ど
に

関
す
る
人
権
侵
害
だ
け
で
な
く
、
近
年
で
は
感

染
症
患
者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
な
ど
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
第
４
次
養
老
町
人
権

施
策
推
進
指
針
を
策
定
し
、
す
べ
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業（
病
児
保
育
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
，０
０
１
千
円

　
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
際
で
も
、
一
時
的

に
保
育
す
る
こ
と
が
可
能
な
民
間
病
児
保
育
施

設
の
整
備
が
完
了
し
た
た
め
、
保
育
事
業
の
委

託
を
実
施
し
、
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
し
て
い

る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

★
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
子
育
て
世
帯

支
援
事
業
）　
　
　
　
　
　
２
，５
８
９
千
円

　
病
児
保
育
施
設
と
地
域
で
子
育
て
を
支
え
合

う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
未
就
学
児
を
養
育
し
て

い
る
世
帯
を
対
象
に
両
施
設
で
利
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
３
歳
未
満
児
を
養

育
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
地
域
商
品

券
を
配
布
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

★
公
立
認
定
こ
ど
も
園
等
関
係
事
務
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
，４
１
７
千
円

　
公
立
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
保
護
者
の
利
便
性

向
上
お
よ
び
保
育
士
の
業
務
効
率
化
を
図
り
ま

す
。

★
公
立
認
定
こ
ど
も
園
等
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
７
，５
３
５
千
円

　
公
立
認
定
こ
ど
も
園
を
適
切
に
維
持
管
理
す

る
た
め
、
空
調
更
新
工
事
、
玄
関
お
よ
び
テ
ラ

ス
修
繕
工
事
な
ど
を
行
い
、
保
育
環
境
の
改
善

を
図
り
ま
す
。

◆
産
後
ケ
ア
事
業
　
　
　
　
　
１
，０
４
５
千
円

　
産
後
ケ
ア
が
必
要
な
出
産
後
１
年
を
経
過
し

な
い
産
婦
お
よ
び
乳
児
に
対
し
、
助
産
師
の
訪

問
に
よ
る
心
身
の
ケ
ア
に
、
医
療
機
関
な
ど
で

の
宿
泊
型
、
通
所
型
を
加
え
、
産
後
初
期
段
階

か
ら
の
母
子
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

★
母
子
保
健
事
業
（
１
か
月
児
健
康
診
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
６
４
千
円

★
母
子
保
健
事
業（
多
胎
妊
産
婦
等
サ
ポ
ー
タ
ー

等
事
業
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
千
円

　
乳
児
の
疾
病
お
よ
び
異
常
の
早
期
発
見
や
適

切
な
指
導
を
行
う
た
め
、
１
か
月
児
健
康
診
査

費
用
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
多
胎
妊

産
婦
お
よ
び
多
胎
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
多

胎
育
児
経
験
の
あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、

外
出
時
の
支
援
や
育
児
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
開

催
事
業
　
　
　
　
　
　
　
８
，
０
０
７
千
円

　
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
国
民
の
健
康
保
持
・

増
進
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
高
揚
を
図
り
、

ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄

与
す
る
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）

が
、
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
は
10
月

に
行
わ
れ
る
ペ
タ
ン
ク
競
技
を
担
当
し
ま
す
の

で
、
養
老
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
と
す
る
た
め
、
心
を
込
め
て
参
加
者
を
も
て

な
し
ま
す
。

★
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
，６
８
２
千
円

　
障
が
い
者
の
相
談
支
援
、
地
域
生
活
支
援
事

業
、
日
常
生
活
支
援
用
具
な
ど
の
給
付
に
か
か

る
経
費
の
支
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

法
律
に
よ
る
支
給
の
対
象
外
と
な
る
障
害
者
手

帳
を
取
得
し
て
い
な
い
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児

童
に
対
し
、
用
具
の
給
付
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
７
２
，２
０
６
千
円

　
昨
年
度
、新
た
に
４
つ
の
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
寄
附
の
受
付
を
開
始
す
る
な
ど
、

よ
り
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
本
町
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
返
礼
品
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
改
善
や
、

全
国
的
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
返
礼
品
事
業
者
と
連
携
を

密
に
し
、
新
た
な
返
礼
品
の
出
品
を
推
進
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
関

係
人
口
創
出
の
入
口
を
担
う
ツ
ー
ル
と
し
て
最

大
限
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

『
個
別
施
策
②
　
交
通
ア
ク
セ
ス
・
住
環
境
の
改
善
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
３
．
安
心
・
安

全
な
生
活
基
盤
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ
れ
る

基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま
す
。

★
都
市
計
画
管
理
費
　
　
　
　
９
，６
７
９
千
円

　
町
内
に
５
カ
所
に
あ
る
大
規
模
盛
土
造
成
地

の
う
ち
２
カ
所
に
つ
い
て
、
安
全
性
を
把
握
す

る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
か

ら
要
望
の
あ
る
新
養
老
大
橋
（
仮
称
）
の
架
橋

促
進
を
図
る
た
め
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
路

線
を
都
市
計
画
決
定
し
ま
す
。

○
上
水
道
事
業
（（
仮
称
）
第
５
ポ
ン
プ
場
更
新

工
事
）　
　
　
　
　
　
２
５
７
，３
８
０
千
円

★
上
水
道
事
業
（
基
本
計
画
策
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
，３
８
３
千
円

　
よ
り
安
全
で
安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給
を
行

う
た
め
、（
仮
称
）
第
５
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
上
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
各
ポ
ン
プ
場
の
統
廃
合

お
よ
び
耐
震
化
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
計
画

を
策
定
し
、
災
害
リ
ス
ク
の
検
証
や
施
設
投
資

費
な
ど
の
経
済
分
析
を
行
い
、
強
く
し
な
や
か

な
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

○
空
家
等
対
策
事
業
　
　
　
　
　
５
１
５
千
円

○
空
家
利
活
用
促
進
事
業
　
　
　
３
０
０
千
円

　
空
き
家
の
実
態
把
握
を
行
い
、
所
有
者
に
空

き
家
の
適
正
管
理
を
促
す
と
と
も
に
、
空
き
家

に
関
す
る
悩
み
ご
と
が
あ
る
所
有
者
や
相
続
予

定
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
定
期
的
に

開
催
す
る
こ
と
で
、
不
安
解
消
、
空
き
家
の
有

効
利
用
に
繋
げ
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
を
利
活

用
し
、移
住・定
住
を
考
え
て
い
る
人
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
防
災
・
防
犯
・

衛
生
・
景
観
な
ど
の
住
生
活
の
向
上
と
移
住
定

住
を
促
し
ま
す
。

新
年
度
の
主
要
施
策

『
個
別
施
策
③
　
産
業
振
興
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，８
６
５
千
円

　
作
業
の
省
力
化
や
経
営
の
発
展
を
目
指
す
認

定
農
業
者
に
対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
な
ど
の

導
入
を
支
援
し
ま
す
。

★
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
，２
０
０
千
円

★
県
営
ほ
場
整
備
事
業
　
　
１
７
，９
０
０
千
円

　「
養
老
町
農
業
基
盤
総
合
整
備
構
想
」
に
基
づ

き
、
農
業
用
排
水
施
設
の
整
備
や
ほ
場
の
大
区

画
化
を
県
営
県
単
事
業
に
よ
り
継
続
し
、
今
年

度
は
新
た
に
大
巻
小
坪
地
区
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

県
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
土
地
利

用
の
高
度
化
お
よ
び
水
利
用
の
安
定
と
合
理
化

を
図
る
と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
農
業
経
営
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
図
り
、
安
定

し
た
営
農
活
動
を
支
え
ま
す
。

★
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
事
業
（
用
地
取
得

関
係
事
業
）　
　
　
　
　
２
４
，０
７
５
千
円

　
本
町
を
代
表
す
る
産
業
で
あ
る
食
肉
産
業
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
・

経
済
発
展
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
岐
阜

県
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
協
議
会
と
連
携
を

図
り
、戦
略
的
推
進
を
図
り
ま
す
。「
安
心・安
全
」

な
食
肉
の
安
定
供
給
、
食
肉
産
業
の
振
興
と
発

展
の
た
め
、
最
新
の
衛
生
基
準
や
環
境
調
和
を

備
え
た
集
約
的
な
新
市
場
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
今
年
度
は
、
用
地
取
得
に
向
け
、
建

設
候
補
地
に
お
け
る
用
地
測
量
や
不
動
産
鑑
定

評
価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
地
域
消
費
活
性
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　
４
２
，
６
３
３
千
円

　
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
お
よ
び
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
健
康

通
帳
の
利
用
者
拡
大
を
図
る
た
め
、
養
老
Ｐ
ａ

ｙ
の
各
機
能
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
、
参
加
者
に
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
利

用
で
き
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な
ど
、

普
及
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
連
携
基

盤
に
て
収
集
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
ク
ー
ポ
ン
出
し
分
け
機
能
を
活
用
し
た
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
施
策
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

○
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
維
持
管
理
事
業
　
１

０
，
４
１
１
千
円

　
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
に

お
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を
実
施
し
、
テ

レ
ワ
ー
ク
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
施
設
と
し
て
、
関
係
人
口
の
創
出
に
加
え
、

企
業
進
出
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

『
個
別
施
策
④
　
誘
客
促
進
』

養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ネ
ク
ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
　
３

５
，
０
１
８
千
円

地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
ネ
ク
ス

ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
行
う

イ
ベ
ン
ト
「
ま
る
ご
と
肉
ま
つ
り
養
老
」
や
「
軽

ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
」
を
支
援
し
ま
す
。
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★
新
規
事
業（
一
部
新
規
を
含
む
） 

◆
拡
充
事
業

○
継
続
事
業

『
個
別
施
策
①
　
人
口
減
少
対
策
』

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、

人
と
人
、
人
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、

地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

人
口
の
創
出
に
よ
る
賑
い
の
あ
る
地
域
社
会
の

形
成
を
目
指
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
複
合
的

に
展
開
し
、「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」
を

進
め
ま
す
。

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
全
て
の
大

綱
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま
す
。

★
広
報
費
　
　
　
　
　
　
３
９
，６
１
４
千
円

　
町
内
外
に
対
し
、
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、

町
広
報
紙
の
発
行
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
町
行
政
情
報
番
組『
Ｙ

ｏ
ｒ
ｏ
ち
っ
く
』
の
放
送
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
利
便
性
の
高
い
も

の
と
す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
運
用
開

始
を
目
指
し
、
閲
覧
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

見
や
す
く
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。

★
紅
葉
譜
購
入
事
業
　
　
　
７
，４
４
７
千
円

　
名
誉
町
民
で
あ
る
土
屋
禮
一
氏
の
作
品
で
、

首
相
官
邸
に
飾
ら
れ
て
い
る
絵
画「
紅
葉
譜
」を
、

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
購
入
し
、
一
般
公
開
の

機
会
を
設
け
ま
す
。

○
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｌ
Ｄ
事
業
　
　
　
　
　
３
，０
２
７
千
円

　
令
和
５
年
１
月
に
町
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ「
Ｙ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ

Ｄ
」
を
設
立
し
て
以
来
、
町
内
外
を
問
わ
ず
多

く
の
皆
さ
ま
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
会
員
対
象
の
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
町
の
魅
力
を
体
感
し
て

も
ら
い
、
関
係
の
深
化
を
促
進
し
ま
す
。

○
移
住
定
住
促
進
事
業
　
　
７
，５
３
２
千
円

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
移
住

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
若
者
世
帯
お
よ

び
三
世
代
同
居
・
近
居
世
帯
を
対
象
と
し
て
住

宅
取
得
や
孫
育
て
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
本
町

へ
の
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
，４
５
３
千
円

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
お
い
て
中
核
を

な
す
組
織
で
あ
る
「
地
域
自
治
町
民
会
議
」
の

設
立
を
推
進
し
ま
す
。
未
設
置
の
地
区
に
は
立

ち
上
げ
を
支
援
し
、
設
置
済
み
の
地
区
に
お
い

て
も
活
動
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
活

性
化
に
繋
が
る
事
業
と
し
て
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

★
日
独
交
流
事
業
　
　
　
　
　
２
，６
２
３
千
円

　
友
好
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト
ゾ
ー
デ

ン
市
と
の
交
流
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
て
い
た
交
流
団
の
受
け
入
れ
を
昨
年
度
か
ら

再
開
し
ま
し
た
。
今
年
度
に
は
、
相
互
の
友
好

関
係
を
改
め
て
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国

際
理
解
の
深
化
を
目
的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
団
の
派
遣
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
学
校
の
あ
り
方
検
討
事
業
　
３
，９
５
３
千
円

　
町
内
小
中
学
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
数
の
推
移

と
、
地
域
住
民
や
保
護
者
、
児
童
生
徒
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
て
議
論
し
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
、

将
来
を
展
望
し
た
学
校
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま

す
。

○
小
学
校
情
報
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
，８
０
０
千
円

○
中
学
校
情
報
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
，８
０
６
千
円

　
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
整

備
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
更
新
し
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
、
個
別
最
適

化
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
る
た
め
の
環
境

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
中
学
校
校
舎
等
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
６
，０
３
６
千
円

★
社
会
体
育
施
設
維
持
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
８
，５
８
４
千
円

　
体
育
活
動
や
部
活
動
な
ど
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
、
体
育
館
利
用
者
の
熱
中
症
を
予
防
す
る

た
め
、
町
内
中
学
校
２
校
の
屋
内
運
動
場
に
空

調
設
備
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
重
要
な
役
割
を
担

う
施
設
で
あ
る
た
め
、
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

★
中
央
公
園
野
球
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
９
６
，４
７
５
千
円

　
中
央
公
園
野
球
場
が
、
令
和
８
年
度
に
開
催

さ
れ
る
東
日
本
２
部
軟
式
野
球
大
会
お
よ
び
令

和
10
年
度
に
開
催
さ
れ
る
高
円
宮
賜
杯
全
日
本

学
童
軟
式
野
球
大
会
の
会
場
の
１
つ
と
し
て
決

定
し
て
い
る
た
め
、
第
２
期
養
老
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
基
づ
く
施
設
整
備
を
行
い
、
大
会

の
適
切
な
運
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
契
機
と
し
ま
す
。

★
人
権
擁
護
推
進
事
業
　
　
　
４
，７
６
５
千
円

　
女
性
や
子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る
人
、

同
和
問
題
な
ど
の
部
落
差
別
、
外
国
人
な
ど
に

関
す
る
人
権
侵
害
だ
け
で
な
く
、
近
年
で
は
感

染
症
患
者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
な
ど
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
第
４
次
養
老
町
人
権

施
策
推
進
指
針
を
策
定
し
、
す
べ
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業（
病
児
保
育
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
，０
０
１
千
円

　
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
際
で
も
、
一
時
的

に
保
育
す
る
こ
と
が
可
能
な
民
間
病
児
保
育
施

設
の
整
備
が
完
了
し
た
た
め
、
保
育
事
業
の
委

託
を
実
施
し
、
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
し
て
い

る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

★
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
子
育
て
世
帯

支
援
事
業
）　
　
　
　
　
　
２
，５
８
９
千
円

　
病
児
保
育
施
設
と
地
域
で
子
育
て
を
支
え
合

う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
未
就
学
児
を
養
育
し
て

い
る
世
帯
を
対
象
に
両
施
設
で
利
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
３
歳
未
満
児
を
養

育
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
地
域
商
品

券
を
配
布
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

★
公
立
認
定
こ
ど
も
園
等
関
係
事
務
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
，４
１
７
千
円

　
公
立
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
保
護
者
の
利
便
性

向
上
お
よ
び
保
育
士
の
業
務
効
率
化
を
図
り
ま

す
。

★
公
立
認
定
こ
ど
も
園
等
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
７
，５
３
５
千
円

　
公
立
認
定
こ
ど
も
園
を
適
切
に
維
持
管
理
す

る
た
め
、
空
調
更
新
工
事
、
玄
関
お
よ
び
テ
ラ

ス
修
繕
工
事
な
ど
を
行
い
、
保
育
環
境
の
改
善

を
図
り
ま
す
。

◆
産
後
ケ
ア
事
業
　
　
　
　
　
１
，０
４
５
千
円

　
産
後
ケ
ア
が
必
要
な
出
産
後
１
年
を
経
過
し

な
い
産
婦
お
よ
び
乳
児
に
対
し
、
助
産
師
の
訪

問
に
よ
る
心
身
の
ケ
ア
に
、
医
療
機
関
な
ど
で

の
宿
泊
型
、
通
所
型
を
加
え
、
産
後
初
期
段
階

か
ら
の
母
子
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

★
母
子
保
健
事
業
（
１
か
月
児
健
康
診
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
６
４
千
円

★
母
子
保
健
事
業（
多
胎
妊
産
婦
等
サ
ポ
ー
タ
ー

等
事
業
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
千
円

　
乳
児
の
疾
病
お
よ
び
異
常
の
早
期
発
見
や
適

切
な
指
導
を
行
う
た
め
、
１
か
月
児
健
康
診
査

費
用
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
多
胎
妊

産
婦
お
よ
び
多
胎
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
多

胎
育
児
経
験
の
あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、

外
出
時
の
支
援
や
育
児
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
開

催
事
業
　
　
　
　
　
　
　
８
，
０
０
７
千
円

　
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
国
民
の
健
康
保
持
・

増
進
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
高
揚
を
図
り
、

ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄

与
す
る
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）

が
、
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
は
10
月

に
行
わ
れ
る
ペ
タ
ン
ク
競
技
を
担
当
し
ま
す
の

で
、
養
老
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
と
す
る
た
め
、
心
を
込
め
て
参
加
者
を
も
て

な
し
ま
す
。

★
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
，６
８
２
千
円

　
障
が
い
者
の
相
談
支
援
、
地
域
生
活
支
援
事

業
、
日
常
生
活
支
援
用
具
な
ど
の
給
付
に
か
か

る
経
費
の
支
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

法
律
に
よ
る
支
給
の
対
象
外
と
な
る
障
害
者
手

帳
を
取
得
し
て
い
な
い
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児

童
に
対
し
、
用
具
の
給
付
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
７
２
，２
０
６
千
円

　
昨
年
度
、新
た
に
４
つ
の
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
寄
附
の
受
付
を
開
始
す
る
な
ど
、

よ
り
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
本
町
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
返
礼
品
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
改
善
や
、

全
国
的
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
返
礼
品
事
業
者
と
連
携
を

密
に
し
、
新
た
な
返
礼
品
の
出
品
を
推
進
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
関

係
人
口
創
出
の
入
口
を
担
う
ツ
ー
ル
と
し
て
最

大
限
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

『
個
別
施
策
②
　
交
通
ア
ク
セ
ス
・
住
環
境
の
改
善
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
３
．
安
心
・
安

全
な
生
活
基
盤
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ
れ
る

基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま
す
。

★
都
市
計
画
管
理
費
　
　
　
　
９
，６
７
９
千
円

　
町
内
に
５
カ
所
に
あ
る
大
規
模
盛
土
造
成
地

の
う
ち
２
カ
所
に
つ
い
て
、
安
全
性
を
把
握
す

る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
か

ら
要
望
の
あ
る
新
養
老
大
橋
（
仮
称
）
の
架
橋

促
進
を
図
る
た
め
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
路

線
を
都
市
計
画
決
定
し
ま
す
。

○
上
水
道
事
業
（（
仮
称
）
第
５
ポ
ン
プ
場
更
新

工
事
）　
　
　
　
　
　
２
５
７
，３
８
０
千
円

★
上
水
道
事
業
（
基
本
計
画
策
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
，３
８
３
千
円

　
よ
り
安
全
で
安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給
を
行

う
た
め
、（
仮
称
）
第
５
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
上
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
各
ポ
ン
プ
場
の
統
廃
合

お
よ
び
耐
震
化
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
計
画

を
策
定
し
、
災
害
リ
ス
ク
の
検
証
や
施
設
投
資

費
な
ど
の
経
済
分
析
を
行
い
、
強
く
し
な
や
か

な
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

○
空
家
等
対
策
事
業
　
　
　
　
　
５
１
５
千
円

○
空
家
利
活
用
促
進
事
業
　
　
　
３
０
０
千
円

　
空
き
家
の
実
態
把
握
を
行
い
、
所
有
者
に
空

き
家
の
適
正
管
理
を
促
す
と
と
も
に
、
空
き
家

に
関
す
る
悩
み
ご
と
が
あ
る
所
有
者
や
相
続
予

定
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
定
期
的
に

開
催
す
る
こ
と
で
、
不
安
解
消
、
空
き
家
の
有

効
利
用
に
繋
げ
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
を
利
活

用
し
、移
住・定
住
を
考
え
て
い
る
人
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
防
災
・
防
犯
・

衛
生
・
景
観
な
ど
の
住
生
活
の
向
上
と
移
住
定

住
を
促
し
ま
す
。

新
年
度
の
主
要
施
策

『
個
別
施
策
③
　
産
業
振
興
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，８
６
５
千
円

　
作
業
の
省
力
化
や
経
営
の
発
展
を
目
指
す
認

定
農
業
者
に
対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
な
ど
の

導
入
を
支
援
し
ま
す
。

★
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
，２
０
０
千
円

★
県
営
ほ
場
整
備
事
業
　
　
１
７
，９
０
０
千
円

　「
養
老
町
農
業
基
盤
総
合
整
備
構
想
」
に
基
づ

き
、
農
業
用
排
水
施
設
の
整
備
や
ほ
場
の
大
区

画
化
を
県
営
県
単
事
業
に
よ
り
継
続
し
、
今
年

度
は
新
た
に
大
巻
小
坪
地
区
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

県
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
土
地
利

用
の
高
度
化
お
よ
び
水
利
用
の
安
定
と
合
理
化

を
図
る
と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
農
業
経
営
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
図
り
、
安
定

し
た
営
農
活
動
を
支
え
ま
す
。

★
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
事
業
（
用
地
取
得

関
係
事
業
）　
　
　
　
　
２
４
，０
７
５
千
円

　
本
町
を
代
表
す
る
産
業
で
あ
る
食
肉
産
業
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
・

経
済
発
展
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
岐
阜

県
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
協
議
会
と
連
携
を

図
り
、戦
略
的
推
進
を
図
り
ま
す
。「
安
心・安
全
」

な
食
肉
の
安
定
供
給
、
食
肉
産
業
の
振
興
と
発

展
の
た
め
、
最
新
の
衛
生
基
準
や
環
境
調
和
を

備
え
た
集
約
的
な
新
市
場
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
今
年
度
は
、
用
地
取
得
に
向
け
、
建

設
候
補
地
に
お
け
る
用
地
測
量
や
不
動
産
鑑
定

評
価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
地
域
消
費
活
性
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　
４
２
，
６
３
３
千
円

　
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
お
よ
び
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
健
康

通
帳
の
利
用
者
拡
大
を
図
る
た
め
、
養
老
Ｐ
ａ

ｙ
の
各
機
能
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
、
参
加
者
に
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
利

用
で
き
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な
ど
、

普
及
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
連
携
基

盤
に
て
収
集
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
ク
ー
ポ
ン
出
し
分
け
機
能
を
活
用
し
た
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
施
策
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

○
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
維
持
管
理
事
業
　
１

０
，
４
１
１
千
円

　
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
に

お
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を
実
施
し
、
テ

レ
ワ
ー
ク
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
施
設
と
し
て
、
関
係
人
口
の
創
出
に
加
え
、

企
業
進
出
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

『
個
別
施
策
④
　
誘
客
促
進
』

養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ネ
ク
ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
　
３

５
，
０
１
８
千
円

地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
ネ
ク
ス

ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
行
う

イ
ベ
ン
ト
「
ま
る
ご
と
肉
ま
つ
り
養
老
」
や
「
軽

ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
」
を
支
援
し
ま
す
。

広報ようろう　2025.4.15 広報ようろう　2025.4.1 4



※ 定 休 日：日 曜 日

営 業 時 間 9：00～18：00
祝 日 9：00～12：00

『
個
別
施
策
③
　
産
業
振
興
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，８
６
５
千
円

　
作
業
の
省
力
化
や
経
営
の
発
展
を
目
指
す
認

定
農
業
者
に
対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
な
ど
の

導
入
を
支
援
し
ま
す
。

★
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
，２
０
０
千
円

★
県
営
ほ
場
整
備
事
業
　
　
１
７
，９
０
０
千
円

　「
養
老
町
農
業
基
盤
総
合
整
備
構
想
」
に
基
づ

き
、
農
業
用
排
水
施
設
の
整
備
や
ほ
場
の
大
区

画
化
を
県
営
県
単
事
業
に
よ
り
継
続
し
、
今
年

度
は
新
た
に
大
巻
小
坪
地
区
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

県
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
土
地
利

用
の
高
度
化
お
よ
び
水
利
用
の
安
定
と
合
理
化

を
図
る
と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
農
業
経
営
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
図
り
、
安
定

し
た
営
農
活
動
を
支
え
ま
す
。

★
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
事
業
（
用
地
取
得

関
係
事
業
）　
　
　
　
　
２
４
，０
７
５
千
円

　
本
町
を
代
表
す
る
産
業
で
あ
る
食
肉
産
業
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
・

経
済
発
展
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
岐
阜

県
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
協
議
会
と
連
携
し
、

戦
略
的
推
進
を
図
り
ま
す
。「
安
心
・
安
全
」
な

食
肉
の
安
定
供
給
、
食
肉
産
業
の
振
興
と
発
展

の
た
め
、
最
新
の
衛
生
基
準
や
環
境
調
和
を
備

え
た
集
約
的
な
新
市
場
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
は
、
用
地
取
得
に
向
け
、
建
設

候
補
地
に
お
け
る
用
地
測
量
や
不
動
産
鑑
定
評

価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
地
域
消
費
活
性
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
２
，６
３
３
千
円

　
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
お
よ
び
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
健
康

通
帳
の
利
用
者
拡
大
を
図
る
た
め
、
養
老
Ｐ
ａ

ｙ
の
各
機
能
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
、
参
加
者
に
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
利

用
で
き
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な
ど
、

普
及
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
連
携
基

盤
に
て
収
集
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
ク
ー
ポ
ン
出
し
分
け
機
能
を
活
用
し
た
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
施
策
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

○
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
，４
１
１
千
円

　
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
に

お
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を
実
施
し
、
テ

レ
ワ
ー
ク
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
施
設
と
し
て
、
関
係
人
口
の
創
出
に
加
え
、

企
業
進
出
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

『
個
別
施
策
④
　
誘
客
促
進
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ネ
ク
ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
，０
１
８
千
円

　
地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
ネ
ク

ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
行

う
イ
ベ
ン
ト「
ま
る
ご
と
肉
ま
つ
り
養
老
」や「
軽

ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
」
を
支
援
し
ま
す
。

★
全
国
都
市
緑
化
ぎ
ふ
フ
ェ
ア
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，９
６
１
千
円

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
岐
阜
県
で
初
め
て

開
催
さ
れ
、
養
老
公
園
が
県
内
７
会
場
の
う
ち

の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
と
連
携
し
、
来

場
者
数
の
増
加
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
、
豊

か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な
ど
、
本
町
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

『
個
別
施
策
⑤
　
物
価
高
騰
対
策
』

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
円
安
の
影
響
に

よ
り
、
物
価
高
騰
が
長
期
化
し
、
低
所
得
世
帯

や
子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
日
常
生
活
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
、
町
民

生
活
の
安
定
と
町
内
事
業
者
の
発
展
を
下
支
え

す
る
た
め
に
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
小
学
校
給
食
管
理
事
務
　
４
９
，４
２
５
千
円

◆
中
学
校
給
食
管
理
事
務
　
３
１
，８
０
３
千
円

　
物
価
高
騰
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
学
校
給
食
費
の
公
費
負
担

を
２
割
か
ら
３
割
へ
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
物

価
高
騰
相
当
分
の
補
助
金
額
を
月
額
５
０
０
円

か
ら
月
額
１
，
３
０
０
円
へ
見
直
し
、
児
童
生

徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
，０
０
０
千
円

　
地
域
内
消
費
の
拡
大
を
促
し
、
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、
町
商
工
会
と
連
携
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

『
個
別
施
策
⑥
　
防
災
・
減
災
対
策
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
３
．

安
心
・
安
全
な
生
活
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る

施
策
と
な
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
啓
発
費
　
　
　
　
　
８
４
８
千
円

　
町
内
の
こ
ど
も
園
・
保
育
園
、
小
中
学
校
、　

自
治
会
、
企
業
な
ど
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
の
教
室
、
高
齢
者
大
学
校
、
交
通
安
全

運
動
な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

交
通
事
故
の
無
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

令和７年度　会計別予算

特

別

会

計

企
業
会
計

一 般 会 計

会 計 名 令和７年度
当初予算額

令和６年度
当初予算額

比較

増減額 増減率

総 計

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

食 肉 事 業 セ ン タ ー

住宅新築資金等貸付

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

計

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

計

12,883,000

3,279,600

84,000

138,600

1,200

2,974,300

20,700

516,800

7,015,200

1,017,200

559,900

1,577,100

21,475,300

12,023,000

3,223,400

21,600

151,700

1,200

2,990,500

18,700

493,500

6,900,600

891,100

574,700

1,465,800

20,389,400

860,000

56,200

62,400

-13,100

0

-16,200

2,000

23,300

114,600

126,100

-14,800

111,300

1,085,900

7.2%

1.7%

288.9%

-8.6%

0.0%

-0.5%

10.7%

4.7%

1.7%

14.2%

-2.6%

7.6%

5.3%

単位：千円

★
消
防
施
設
等
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
，３
９
３
千
円

　
防
災
拠
点
施
設
と
な
る
養
老
消
防
署
南
部
分

署
の
照
明
器
具
改
修
工
事
を
行
い
、
庁
舎
の
長

寿
命
化
と
省
エ
ネ
化
を
推
進
し
ま
す
。

★
災
害
対
策
事
業
　
　
　
　
１
１
，６
３
０
千
円

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

に
備
え
、
防
災
備
蓄
品
や
避
難
所
用
資
機
材
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
普
段
は
イ
ス
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
使
用
で
き
る
防
災
マ
ッ
ト
を
購
入
し
、

各
小
中
学
校
に
配
備
す
る
と
と
も
に
、ワ
ン
タ
ッ

チ
パ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
の
購
入
も
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、防
災
意
識
の
高
揚・防
災
力
向
上
の
た
め
、

防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

『
そ
の
他
』

★
電
算
及
び
文
書
印
刷
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
７
，５
９
２
千
円

　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
準
拠
シ
ス
テ

ム
導
入
業
務
　

　
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助
金
を
活
用
し
、

住
民
基
本
台
帳
、
個
人
住
民
税
お
よ
び
児
童
手

当
な
ど
を
含
む
18
業
務
シ
ス
テ
ム
を
国
が
定
め

る
各
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
書
に
適
合
で

き
る
よ
う
、
新
年
度
末
ま
で
に
更
新
し
ま
す
。

　
庁
内
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

　
会
議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
、
印
刷
物

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
職
員
の
業
務
効
率
化
を

図
る
た
め
、
庁
内
の
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線

を
無
線
で
接
続
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
し

ま
す
。
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※ 定 休 日：日 曜 日

営 業 時 間 9：00～18：00
祝 日 9：00～12：00

『
個
別
施
策
③
　
産
業
振
興
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，８
６
５
千
円

　
作
業
の
省
力
化
や
経
営
の
発
展
を
目
指
す
認

定
農
業
者
に
対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
な
ど
の

導
入
を
支
援
し
ま
す
。

★
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
，２
０
０
千
円

★
県
営
ほ
場
整
備
事
業
　
　
１
７
，９
０
０
千
円

　「
養
老
町
農
業
基
盤
総
合
整
備
構
想
」
に
基
づ

き
、
農
業
用
排
水
施
設
の
整
備
や
ほ
場
の
大
区

画
化
を
県
営
県
単
事
業
に
よ
り
継
続
し
、
今
年

度
は
新
た
に
大
巻
小
坪
地
区
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

県
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
土
地
利

用
の
高
度
化
お
よ
び
水
利
用
の
安
定
と
合
理
化

を
図
る
と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
農
業
経
営
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
図
り
、
安
定

し
た
営
農
活
動
を
支
え
ま
す
。

★
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
事
業
（
用
地
取
得

関
係
事
業
）　
　
　
　
　
２
４
，０
７
５
千
円

　
本
町
を
代
表
す
る
産
業
で
あ
る
食
肉
産
業
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
・

経
済
発
展
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
岐
阜

県
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
協
議
会
と
連
携
し
、

戦
略
的
推
進
を
図
り
ま
す
。「
安
心
・
安
全
」
な

食
肉
の
安
定
供
給
、
食
肉
産
業
の
振
興
と
発
展

の
た
め
、
最
新
の
衛
生
基
準
や
環
境
調
和
を
備

え
た
集
約
的
な
新
市
場
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
は
、
用
地
取
得
に
向
け
、
建
設

候
補
地
に
お
け
る
用
地
測
量
や
不
動
産
鑑
定
評

価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
地
域
消
費
活
性
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
２
，６
３
３
千
円

　
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
お
よ
び
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
健
康

通
帳
の
利
用
者
拡
大
を
図
る
た
め
、
養
老
Ｐ
ａ

ｙ
の
各
機
能
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
、
参
加
者
に
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
利

用
で
き
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な
ど
、

普
及
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
連
携
基

盤
に
て
収
集
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
ク
ー
ポ
ン
出
し
分
け
機
能
を
活
用
し
た
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
施
策
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

○
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
，４
１
１
千
円

　
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
に

お
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を
実
施
し
、
テ

レ
ワ
ー
ク
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
施
設
と
し
て
、
関
係
人
口
の
創
出
に
加
え
、

企
業
進
出
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

『
個
別
施
策
④
　
誘
客
促
進
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
１
．

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」「
４
．
活
力
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る
施
策
と
な
り
ま

す
。

★
ネ
ク
ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
，０
１
８
千
円

　
地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
ネ
ク

ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
行

う
イ
ベ
ン
ト「
ま
る
ご
と
肉
ま
つ
り
養
老
」や「
軽

ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
」
を
支
援
し
ま
す
。

★
全
国
都
市
緑
化
ぎ
ふ
フ
ェ
ア
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，９
６
１
千
円

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
岐
阜
県
で
初
め
て

開
催
さ
れ
、
養
老
公
園
が
県
内
７
会
場
の
う
ち

の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
と
連
携
し
、
来

場
者
数
の
増
加
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
、
豊

か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な
ど
、
本
町
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

『
個
別
施
策
⑤
　
物
価
高
騰
対
策
』

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
円
安
の
影
響
に

よ
り
、
物
価
高
騰
が
長
期
化
し
、
低
所
得
世
帯

や
子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
日
常
生
活
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
、
町
民

生
活
の
安
定
と
町
内
事
業
者
の
発
展
を
下
支
え

す
る
た
め
に
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
小
学
校
給
食
管
理
事
務
　
４
９
，４
２
５
千
円

◆
中
学
校
給
食
管
理
事
務
　
３
１
，８
０
３
千
円

　
物
価
高
騰
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
学
校
給
食
費
の
公
費
負
担

を
２
割
か
ら
３
割
へ
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
物

価
高
騰
相
当
分
の
補
助
金
額
を
月
額
５
０
０
円

か
ら
月
額
１
，
３
０
０
円
へ
見
直
し
、
児
童
生

徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
，０
０
０
千
円

　
地
域
内
消
費
の
拡
大
を
促
し
、
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、
町
商
工
会
と
連
携
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

『
個
別
施
策
⑥
　
防
災
・
減
災
対
策
』

　
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
綱
「
３
．

安
心
・
安
全
な
生
活
基
盤
づ
く
り
」
に
関
わ
る

施
策
と
な
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
啓
発
費
　
　
　
　
　
８
４
８
千
円

　
町
内
の
こ
ど
も
園
・
保
育
園
、
小
中
学
校
、　

自
治
会
、
企
業
な
ど
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
の
教
室
、
高
齢
者
大
学
校
、
交
通
安
全

運
動
な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

交
通
事
故
の
無
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

令和７年度　会計別予算

特

別

会

計

企
業
会
計

一 般 会 計

会 計 名 令和７年度
当初予算額

令和６年度
当初予算額

比較

増減額 増減率

総 計

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

食 肉 事 業 セ ン タ ー

住宅新築資金等貸付

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

計

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

計

12,883,000

3,279,600

84,000

138,600

1,200

2,974,300

20,700

516,800

7,015,200

1,017,200

559,900

1,577,100

21,475,300

12,023,000

3,223,400

21,600

151,700

1,200

2,990,500

18,700

493,500

6,900,600

891,100

574,700

1,465,800

20,389,400

860,000

56,200

62,400

-13,100

0

-16,200

2,000

23,300

114,600

126,100

-14,800

111,300

1,085,900

7.2%

1.7%

288.9%

-8.6%

0.0%

-0.5%

10.7%

4.7%

1.7%

14.2%

-2.6%

7.6%

5.3%

単位：千円

★
消
防
施
設
等
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
，３
９
３
千
円

　
防
災
拠
点
施
設
と
な
る
養
老
消
防
署
南
部
分

署
の
照
明
器
具
改
修
工
事
を
行
い
、
庁
舎
の
長

寿
命
化
と
省
エ
ネ
化
を
推
進
し
ま
す
。

★
災
害
対
策
事
業
　
　
　
　
１
１
，６
３
０
千
円

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

に
備
え
、
防
災
備
蓄
品
や
避
難
所
用
資
機
材
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
普
段
は
イ
ス
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
使
用
で
き
る
防
災
マ
ッ
ト
を
購
入
し
、

各
小
中
学
校
に
配
備
す
る
と
と
も
に
、ワ
ン
タ
ッ

チ
パ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
の
購
入
も
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、防
災
意
識
の
高
揚・防
災
力
向
上
の
た
め
、

防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

『
そ
の
他
』

★
電
算
及
び
文
書
印
刷
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
７
，５
９
２
千
円

　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
準
拠
シ
ス
テ

ム
導
入
業
務
　

　
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助
金
を
活
用
し
、

住
民
基
本
台
帳
、
個
人
住
民
税
お
よ
び
児
童
手

当
な
ど
を
含
む
18
業
務
シ
ス
テ
ム
を
国
が
定
め

る
各
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
書
に
適
合
で

き
る
よ
う
、
新
年
度
末
ま
で
に
更
新
し
ま
す
。

　
庁
内
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

　
会
議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
、
印
刷
物

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
職
員
の
業
務
効
率
化
を

図
る
た
め
、
庁
内
の
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線

を
無
線
で
接
続
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
し

ま
す
。
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　大垣西濃信用金庫（大垣市）の創立100周年を記念し、同
金庫より企業版ふるさと納税制度を活用して50万円を寄附
いただきました。また、これまで『だいしん緑化文化振興
財団』をはじめとした関連団体からも寄附をいただいてい
ます。
　２月28日（金）に小川章理事長が川地憲元町長を訪問し、
「創立100周年を記念し、『未来をつなぐ』をスローガンに
掲げ、地域の皆さまの未来に寄り添い、輝く明日を切り拓
くという思いを込めて寄附しました。今後も地域社会の更
なる発展のため、地域とともに歩んでいきたいです」と話
しました。
　いただいた寄附金は、地域住民が主体となって運営・活
動する「地域自治町民会議」の設立や運営の支援を行うため
に活用させていただきます。

地域に寄り添い、未来をつなぐ地域に寄り添い、未来をつなぐ

　２月25日（火）に岐阜県民共済生活協同組合（岐阜市）より、
児童向けの図書など84冊を寄贈いただきました。同組合は
2018年から県と県内市町村に対して、図書などの寄贈を
継続的に行っています。
　林直美理事長は「地域に根ざした企業として、感謝の気
持ちを込めて、児童向け図書を中心に寄贈しました。養老
町の子どもたちにとって、本に触れ、手に取るきっかけと
なってくれると嬉しいです。本を読むことは学習や教育に
も繋がると思います。また、紙でできた本とふれあうこと
で、内容が記憶に残り、思い出となると思うので、今後も
寄贈を続けていきたいです」と話しました。
　寄贈いただいた図書は、町図書館にて貸出用として設置
します。

　２月13日（木）に町民会館にて、養老小学校６年生児童に
よる令和６年度卒業記念公演オペレッタ「養老物語」が上演
されました。同校では総合的な学習の中で、町の自然や伝
統、文化などを学びながら他者を思いやる心などを育んで
います。その集大成として、親孝行息子「源丞内」の生き方
や精神を歌や演技で表現し、卒業生から後輩たちへ引き継
いでいくことが伝統となっています。
　伝統として引き継ぐのはもちろん、今年は町制施行70周
年を迎えたことにも触れるなど、自分たちでアレンジを加
えてオペレッタを創り上げ、後輩たちへ受け継ぎました。
ふるさとを誇りに思う心の込もった作品は観客の心に響き、
フィナーレには大きな拍手が送られました。

　３月６日（木）に町と日本郵便株式会社は、相互に連携し、
地域の様々な課題に迅速かつ適切に対応し、住民サービス
の向上と地域の活性化を図るために「包括連携等に関する
協定」、気候変動適応法に基づくクーリングシェルターと
して町内の郵便局を開放し、熱中症被害発生の防止を図る
ために「気候変動適応法に基づく指定暑熱避難施設に係る
協定」を締結しました。
　加納道夫養老郵便局長（写真左）が「今回の協定締結を
きっかけとして、町と連携して地域の問題解決に向けて取
り組んでいきたいです」と意気込みを話すと、川地憲元町
長は「様々な課題を抱えている中で、手を取り合っていけ
ることは大変ありがたいです。幅広い分野でお力添えいた
だけること頼もしく思います」と期待を寄せました。

本とふれあい、思い出を本とふれあい、思い出を引き継ぐ伝統　創り上げる足跡引き継ぐ伝統　創り上げる足跡

連携強める２つの協定連携強める２つの協定

　岡山県で開催される第33回ヤングリーグ春季大会への出
場を報告するために、岐阜清流ヤングに所属する松岡奏夢
選手（写真左）と片山さくら選手（写真右）が３月10日（月）に
川地憲元町長を訪問しました。
　川地町長が「感謝と誠意の気持ちを忘れることなく、県、
町の代表として、自分の持ち味を活かして活躍してくださ
い」とエールを送ると、松岡選手は「まずは１勝し、優勝を
目指したいです。中継ぎとしてチームに貢献し、自分の
ピッチングでチームにいい流れを作りたいです」と意気込
み、片山選手は「一戦一戦しっかりと戦いたいです。中継
ぎとして、前のピッチャーから引き継いだ流れを崩さない
ようなピッチングをしたいです」と大会での目標を話しま
した。

　西脇美津よさん（瑞穂）と熊﨑あやさん（小倉）が、２月に
100歳の誕生日を迎えられ、川地憲元町長から長寿のお祝
い状とお祝い金が贈呈されました。
　西脇さんは、話をすることやテレビをみることが好きで、
姿勢もよく、自分で歩いたり、草むしりをしているそうで
す。毎日楽しく、日々感謝の心を忘れずに過ごしていると
話してくれました。
　熊﨑さんは、食べることが好きで、からあげやお寿司が
好物とのことでした。色々な人と話す機会になると、デイ
サービスも楽しく利用しており、筋トレなどで体を動かす
ことが長寿の秘訣だと話してくれました。

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

いい流れを繋ぐピッチングいい流れを繋ぐピッチング

　３月５日（水）に養老町生活学校より、公共施設を利用す
る身体の不自由な人を支援するために車椅子１台を寄贈し
ていただきました。町生活学校は、環境を守るための活動
や福祉活動など、身近な生活課題の解決に向け、多岐にわ
たり取り組んでいます。なお、車椅子の寄贈は平成12年か
ら毎年継続して行われています。
　川地憲元町長は「これまでに寄贈いただいた車椅子と同
様に、公共施設を利用される高齢者や障がいを持つ人など、
身体の不自由な人に使っていただくために設置します。福
祉にも目を向けて活動いただいていることに対して深く感
謝しています」と謝辞を述べました。
　寄贈いただいた車椅子は、公共施設などにおいて貸出用
として設置します。

ひとつずつ課題を解決していくためにひとつずつ課題を解決していくために

あした

あした

かなめ

100 歳を迎え、喜ぶ西脇美津よさん
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　マイナンバーカードの申請、受け取り、電子証明書更新などの手続きについて、下記の日程で休日窓口を開設します。
休日窓口は完全予約制で、平日の８時30分から17時15分まで電話にて予約を受け付けします。

●４月の開設日
　開設日　４月13日（日）　　受付時間　９時～16時　　受付場所　住民環境課窓口
　※予約制ではありますが、手続きには１人あたり15分ほど時間を要しますので、時間に余裕をもってお越しください。 
●持ち物　＜カ ー ド の 申 請＞　個人番号カード交付申請書（お持ちの人のみ）、通知カード、
　　　　　　　　　　　　　　　　本人確認書類
　　　　　＜カードの受け取り＞　交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カードまたは
　　　　　　　　　　　　　　　　マイナンバーカード（お持ちの人のみ）、本人確認書類
　　　　　＜電子証明書更新、暗証番号再設定＞　マイナンバーカード

【マイナンバーカードに関する手続きについて】
※必ず本人が窓口にお越しください。
　なお、15歳未満の人または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
※マイナンバーカードの申請や受け取り時に暗証番号を記入していただきます。事前に暗証番号（英数字６桁以上16桁以
内および数字４桁）を決めておいてください。 

【マイナンバーカードの申請について】
　スマートフォンやパソコンなどを使って、既に送付されている個人番号カード交付申請書のＱＲコードを読み取り、マ
イナンバーカードオンライン申請サイトにアクセスし、メールアドレスや顔写真などの必要事項を登録することでマイナ
ンバーカードの交付申請をすることができます。詳しくは「ＱＲコード付き交付申請書でマイナンバーカードをつくろ
う！ https://mynumbercard.soumu.go.jp」をご覧ください。

次回の休日窓口開設日は、５月11日（日）です。
　システムのメンテナンスなどで日時が変更になる場合があります。町ホームページでご確認ください。

マイナンバーカードに関する休日窓口を開設します

住民環境課　☎32-1104

犬の登録と狂犬病予防集合注射について
　狂犬病予防法により、飼い犬には登録（生涯に一度）と年１回の狂犬病予防注射が義務付けられており、犬を飼い始め
たら 30日以内に登録をしなければいけません。（生後 90日以内の子犬は 90日を過ぎてから）
　町では、令和７年度の狂犬病予防集合注射を次の日程表のとおり実施しますので、犬を飼っている人は最寄りの会場で
飼い犬への予防注射を受けてください。

＜ご注意ください＞　
対　象　生後 90日以上の犬
手数料　登録のある犬　　１頭につき 3,200 円（注射料金 2,650 円＋注射済票交付手数料 550 円）
　　　　新規登録する犬　１頭につき 6,200 円（上記＋登録料金 3,000 円）
※おつりのいらないようにご協力ください。
　予防注射後にお渡しする注射済票（新規登録犬は鑑札も）は犬が行方不明になったときや事故にあったときなどに飼い
主を捜す手がかりとなります。また、野犬捕獲で捕まった際の識別にも必要です。首輪などにつけてわかりやすくしてお
いてください。
※登録のある犬の飼い主には、予防注射の案内を通知します。通知書は必ず会場に持参してください。
※また、通知書は再発行しませんので、なくさないようご注意ください。

期日 実施場所

町中央公民館　第２駐車場

大悲閣

上多度公民館（上多度プラザ）

笠郷公民館（就業改善センター）

広幡公民館

養老ニュータウン

池辺公民館

小畑公民館

日吉公民館 室原分館

日吉公民館

高田公民館（産業文化会館）

町役場

９時 30分 ～ 10時 15分

10 時 45 分 ～ 11時 15分

13 時 ～ 13時 45分

14 時 15 分 ～ 15時 15分

９時 30分 ～ 10時

10時 20 分 ～ 11時

11時 20 分 ～ 12時

９時 30分 ～ 10時５分

10時 25分 ～ 10時 55分

11時 20 分 ～ 11時 50分

９時 30分 ～ 10時 15分

10時 35 分 ～ 11時 20分

時間

５月 12日（月）

５月 13日（火）

５月 14日（水）

５月 15日（木）

　日本の家計の消費を示す民間最終消費支出はＧＤＰ（国内総生産）の５割強を占めています。何を食べるか、何を着る
かといった、国民一人ひとりの “日々の選択” で社会は変わります。ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の実現のためにも、
地域のものを地域で消費する “地産地消”、環境に優しい有機栽培を推進していかなければなりません。
　今回は、その第一歩として生ごみを有効利用するために、コンポストで作った生ごみ堆肥の利用方法を紹介いたします。

コンポストで作った生ごみ堆肥の利用方法
①コンポストの上部まで生ごみがたまったらコンポストを抜く
②水分が多い場合はビニールの袋などを被せてしばらく寝かす
③生ごみの形がそのまま残っているため、土と混ぜ合わせることで微生物に分解させる
④畑、家庭菜園、花壇などの苗を植え付ける前に元肥として土に入れる
⑤畑の畝と畝の間や木の根から少し離れたところで土とよく混ぜ合わせ、上から土を被せる
※この時に作物や植物の根に直接触れないようにしましょう。また、生ごみを固めて入れると水分が多いため、蛆などの
虫が発生しますので、土とよく混ぜ合わせるようにしてください。

ボカシの効力
　ボカシを活用した生ごみ堆肥を使用することで、有用な微生物の力で安心安全なおいしい野菜ができます。
①生ごみなどの有機物の分解　②土壌微生物の活性化　③作物の活性化　④汚水の浄化

～ご報告～
　２月６日（木）に開催した「生ごみ減量のための町民公開講座」には 82人が参加し、植物性廃油 40Ｌ、消費期限切れ
油４Ｌ回収しました。次回の開催予定は７月４日（金）です。

生活と環境を考える会　☎32-2386
住民環境課　　　　　　☎32-1104

ＳＤＧｓ“持続可能な養老のまちづくり”

建設課　☎32-5081

オンデマンドバスのバス停を新設しました！

　便利で快適な交通機関として、多くの皆さまにご利用いただくために、町オンデマンドバスのバス停を下記のとおり新
たに設置しました。

４月１日（火）～　バス停番号 259　こだま歯科

※バス停表示の箇所での乗降にご協力いただきますようお願いいたします。

住民環境課　☎32-1104
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　マイナンバーカードの申請、受け取り、電子証明書更新などの手続きについて、下記の日程で休日窓口を開設します。
休日窓口は完全予約制で、平日の８時30分から17時15分まで電話にて予約を受け付けします。

●４月の開設日
　開設日　４月13日（日）　　受付時間　９時～16時　　受付場所　住民環境課窓口
　※予約制ではありますが、手続きには１人あたり15分ほど時間を要しますので、時間に余裕をもってお越しください。 
●持ち物　＜カ ー ド の 申 請＞　個人番号カード交付申請書（お持ちの人のみ）、通知カード、
　　　　　　　　　　　　　　　　本人確認書類
　　　　　＜カードの受け取り＞　交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カードまたは
　　　　　　　　　　　　　　　　マイナンバーカード（お持ちの人のみ）、本人確認書類
　　　　　＜電子証明書更新、暗証番号再設定＞　マイナンバーカード

【マイナンバーカードに関する手続きについて】
※必ず本人が窓口にお越しください。
　なお、15歳未満の人または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
※マイナンバーカードの申請や受け取り時に暗証番号を記入していただきます。事前に暗証番号（英数字６桁以上16桁以
内および数字４桁）を決めておいてください。 

【マイナンバーカードの申請について】
　スマートフォンやパソコンなどを使って、既に送付されている個人番号カード交付申請書のＱＲコードを読み取り、マ
イナンバーカードオンライン申請サイトにアクセスし、メールアドレスや顔写真などの必要事項を登録することでマイナ
ンバーカードの交付申請をすることができます。詳しくは「ＱＲコード付き交付申請書でマイナンバーカードをつくろ
う！ https://mynumbercard.soumu.go.jp」をご覧ください。

次回の休日窓口開設日は、５月11日（日）です。
　システムのメンテナンスなどで日時が変更になる場合があります。町ホームページでご確認ください。

マイナンバーカードに関する休日窓口を開設します

住民環境課　☎32-1104

犬の登録と狂犬病予防集合注射について
　狂犬病予防法により、飼い犬には登録（生涯に一度）と年１回の狂犬病予防注射が義務付けられており、犬を飼い始め
たら 30日以内に登録をしなければいけません。（生後 90日以内の子犬は 90日を過ぎてから）
　町では、令和７年度の狂犬病予防集合注射を次の日程表のとおり実施しますので、犬を飼っている人は最寄りの会場で
飼い犬への予防注射を受けてください。

＜ご注意ください＞　
対　象　生後 90日以上の犬
手数料　登録のある犬　　１頭につき 3,200 円（注射料金 2,650 円＋注射済票交付手数料 550 円）
　　　　新規登録する犬　１頭につき 6,200 円（上記＋登録料金 3,000 円）
※おつりのいらないようにご協力ください。
　予防注射後にお渡しする注射済票（新規登録犬は鑑札も）は犬が行方不明になったときや事故にあったときなどに飼い
主を捜す手がかりとなります。また、野犬捕獲で捕まった際の識別にも必要です。首輪などにつけてわかりやすくしてお
いてください。
※登録のある犬の飼い主には、予防注射の案内を通知します。通知書は必ず会場に持参してください。
※また、通知書は再発行しませんので、なくさないようご注意ください。

期日 実施場所

町中央公民館　第２駐車場

大悲閣

上多度公民館（上多度プラザ）

笠郷公民館（就業改善センター）

広幡公民館

養老ニュータウン

池辺公民館

小畑公民館

日吉公民館 室原分館

日吉公民館

高田公民館（産業文化会館）

町役場

９時 30分 ～ 10時 15分

10 時 45 分 ～ 11時 15分

13 時 ～ 13時 45分

14 時 15 分 ～ 15時 15分

９時 30分 ～ 10時

10時 20 分 ～ 11時

11時 20 分 ～ 12時

９時 30分 ～ 10時５分

10時 25分 ～ 10時 55分

11時 20 分 ～ 11時 50分

９時 30分 ～ 10時 15分

10時 35 分 ～ 11時 20分

時間

５月 12日（月）

５月 13日（火）

５月 14日（水）

５月 15日（木）

　日本の家計の消費を示す民間最終消費支出はＧＤＰ（国内総生産）の５割強を占めています。何を食べるか、何を着る
かといった、国民一人ひとりの “日々の選択” で社会は変わります。ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の実現のためにも、
地域のものを地域で消費する “地産地消”、環境に優しい有機栽培を推進していかなければなりません。
　今回は、その第一歩として生ごみを有効利用するために、コンポストで作った生ごみ堆肥の利用方法を紹介いたします。

コンポストで作った生ごみ堆肥の利用方法
①コンポストの上部まで生ごみがたまったらコンポストを抜く
②水分が多い場合はビニールの袋などを被せてしばらく寝かす
③生ごみの形がそのまま残っているため、土と混ぜ合わせることで微生物に分解させる
④畑、家庭菜園、花壇などの苗を植え付ける前に元肥として土に入れる
⑤畑の畝と畝の間や木の根から少し離れたところで土とよく混ぜ合わせ、上から土を被せる
※この時に作物や植物の根に直接触れないようにしましょう。また、生ごみを固めて入れると水分が多いため、蛆などの
虫が発生しますので、土とよく混ぜ合わせるようにしてください。

ボカシの効力
　ボカシを活用した生ごみ堆肥を使用することで、有用な微生物の力で安心安全なおいしい野菜ができます。
①生ごみなどの有機物の分解　②土壌微生物の活性化　③作物の活性化　④汚水の浄化

～ご報告～
　２月６日（木）に開催した「生ごみ減量のための町民公開講座」には 82人が参加し、植物性廃油 40Ｌ、消費期限切れ
油４Ｌ回収しました。次回の開催予定は７月４日（金）です。

生活と環境を考える会　☎32-2386
住民環境課　　　　　　☎32-1104

ＳＤＧｓ“持続可能な養老のまちづくり”

建設課　☎32-5081

オンデマンドバスのバス停を新設しました！

　便利で快適な交通機関として、多くの皆さまにご利用いただくために、町オンデマンドバスのバス停を下記のとおり新
たに設置しました。

４月１日（火）～　バス停番号 259　こだま歯科

※バス停表示の箇所での乗降にご協力いただきますようお願いいたします。

住民環境課　☎32-1104
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水道課　☎32-5082

水道課　☎32-5082

水道課　☎32-5082

令和7年度　高度処理型合併処理浄化槽設置の補助金制度について

水道検針にご協力お願いします

水道の宅内漏水にご注意ください

　町では、汚水処理性能が高く環境への負荷が少ない高度処理型合併処理浄化槽（以下、合併浄化槽という）の設置を促
進するため、合併浄化槽を設置する人に対して設置工事費の一部を補助しています。
　公共下水道等区域外において、自己の居住する住宅に合併浄化槽を設置する人で、単独処理浄化槽やくみ取り式便所か
ら入れ替えなどの場合、次のとおり補助金を交付しますので、ぜひご活用ください。

〇補助金額
　５人槽：360,000円、７人槽：462,000円、10人槽：585,000円
※設置工事費が補助金額を下回る場合は、設置工事費を上限として補助します。
　なお、令和７年度より補助金額を変更しました。ご不明な点などございましたら水道課までお問い合わせください。
※既に合併浄化槽が設置されている家屋の建て替え・増築の場合などは補助対象外となりますのでご注意ください。
　その他にも補助金を受けるための要件がありますので、詳しくは町ホームページをご覧ください。

〇ご注意ください
　最近、皆さまのお宅を訪問し「養老町から依頼されている」「養老町から指定されている」と浄化槽設置を勧める業者
があり、相談やお問い合わせが多く寄せられています。浄化槽設置について、町が業者に勧誘や斡旋を依頼することや特
定の業者を指定することはありませんのでくれぐれもご注意ください。

　毎月20日から末日に水道メーターを検針し、使用量から水道料金などを算出しています。正確かつスムーズに検針を行
えるよう、検針期間中は次のことにご協力ください。

・メーターボックスの上には物や自動車などを置かないでください。
・屋外で飼育しているペットは出入口やメーターから離れた場所に繋いでください。
・草木が生い茂る時期には、メーターボックス周辺の草木は刈りこんでください。
・メーターの数字が確認できるよう、泥などが入り込んでいる場合は清掃をしてください。

　いつもと使用状況が変わっていないのに、使用水量が普段に比べて多い時は、漏水の可能性があります。漏水は、メー
ターを見ることで簡単に調べることができますので、一度ご確認ください。

【漏水確認方法】
　①宅内すべての蛇口を閉めてください。
　②メーターボックスを開けて、メーターのパイロット（銀色の羽根車）を確認してください。
　　・パイロットが回っていない⇒漏水ではありません。
　　・パイロットが回っている⇒どこかで漏水している可能性があります。
◆漏水している場合は、早急に「養老町指定給水装置工事事業者」に連絡
　して修繕を依頼してください。漏水をそのまま放置しておくと、多額の
　水道料金が請求されるだけでなく、様々な事故やトラブルの原因となります。

岐阜県ひとり親家庭等就業・自立支援センター
☎058-268-2569　e-mail: shien-gifu@sunny.ocn.ne.jp

県内にお住まいのひとり親を対象に就業支援講習会受講者を募集します
【募集講座】
介護職員初任者研修、介護福祉士実務者研修、介護福祉士国家試験対策講座、ケアマネジャー受験対策講座、医療事務・
調剤講座、登録販売者試験対策講座、日商簿記２級・３級講座、MOS資格取得講座、パソコン講座、准看・看護学校な
どの受験対策個別支援（一部通信・オンライン講座あり）
【場　　所】　講座により異なります
【応募資格】　県内にお住まいのひとり親
【受講料金】　無料（テキスト代、検定料などは自己負担となります）
【申込方法】　西濃県事務所福祉課（☎73-1111）へ申請書などを持参または郵送してください
【申込期間】　４月３日（木）～ 21日（月） 岐阜県ひとり親家庭等

就業・自立支援センター
ホームページ

<水道メーターの一例>

パイロット

令和７年度の国民年金保険料について

大垣年金事務所　☎78-5166
住民環境課　　　☎32-1104

　令和７年度の国民年金保険料は、月額 17,510 円です。
令和７年度の学生納付特例受付が始まります
　学生納付特例は所得の少ない学生が、国民年金保険料の納付を先送り (猶予 ) できる制度です。猶予対象者は大学（大
学院）、短大、専門学校などの各種学校に在学する学生などで、本人の前年所得が基準以下（128 万円＋扶養親族数×38
万円＋社会保険料控除など）の人です。※令和７年２月末時点
　学生納付特例制度は、４月から翌年３月までで毎年度申請が必要です。年金番号もしくはマイナンバーがわかるもの、
学生証（有効期限などが記載されているもの）もしくは在学証明書（原本）を持って、住民環境課にて申請してください。
　令和６年度に学生納付特例制度で納付猶予している人で、引き続き在学予定の人には、ハガキ形式の学生納付特例申請
書が日本年金機構より送付されます。令和７年度も納付猶予を希望する人は、送付されたハガキに必要事項を記入して返
送してください。
※学生証などの写しの添付は不要ですが、学校などが変更した場合は住民環境課にて改めて申請してください。

空き家問題解決無料相談の５月開催の案内について
　町では、サテライト空き家相談事業として空き家に関しての悩みがある人などを対象に個別相談を開催しています。
無料相談を希望する人は、建設課までお問い合わせください。

【対象者】
　町内空き家所有者など
　（空き家所有者、今後相続などにより空き家の所有者になりそうな人、現在の住まいが空き家となる心配のある人など）

【日時・場所】
５月 15日（木）13時～ 16時　町役場３階第４会議室にて開催します。

【予約】
　事前予約が必要です。受付期間は４月 30日（水）までとなりますので、平日９時から 17時までに電話または建設課窓
口にて予約してください。

建設課　☎32-5081

広報ようろう　2025.4.113 広報ようろう　2025.4.1 12



水道課　☎32-5082

水道課　☎32-5082

水道課　☎32-5082

令和7年度　高度処理型合併処理浄化槽設置の補助金制度について

水道検針にご協力お願いします

水道の宅内漏水にご注意ください

　町では、汚水処理性能が高く環境への負荷が少ない高度処理型合併処理浄化槽（以下、合併浄化槽という）の設置を促
進するため、合併浄化槽を設置する人に対して設置工事費の一部を補助しています。
　公共下水道等区域外において、自己の居住する住宅に合併浄化槽を設置する人で、単独処理浄化槽やくみ取り式便所か
ら入れ替えなどの場合、次のとおり補助金を交付しますので、ぜひご活用ください。

〇補助金額
　５人槽：360,000円、７人槽：462,000円、10人槽：585,000円
※設置工事費が補助金額を下回る場合は、設置工事費を上限として補助します。
　なお、令和７年度より補助金額を変更しました。ご不明な点などございましたら水道課までお問い合わせください。
※既に合併浄化槽が設置されている家屋の建て替え・増築の場合などは補助対象外となりますのでご注意ください。
　その他にも補助金を受けるための要件がありますので、詳しくは町ホームページをご覧ください。

〇ご注意ください
　最近、皆さまのお宅を訪問し「養老町から依頼されている」「養老町から指定されている」と浄化槽設置を勧める業者
があり、相談やお問い合わせが多く寄せられています。浄化槽設置について、町が業者に勧誘や斡旋を依頼することや特
定の業者を指定することはありませんのでくれぐれもご注意ください。

　毎月20日から末日に水道メーターを検針し、使用量から水道料金などを算出しています。正確かつスムーズに検針を行
えるよう、検針期間中は次のことにご協力ください。

・メーターボックスの上には物や自動車などを置かないでください。
・屋外で飼育しているペットは出入口やメーターから離れた場所に繋いでください。
・草木が生い茂る時期には、メーターボックス周辺の草木は刈りこんでください。
・メーターの数字が確認できるよう、泥などが入り込んでいる場合は清掃をしてください。

　いつもと使用状況が変わっていないのに、使用水量が普段に比べて多い時は、漏水の可能性があります。漏水は、メー
ターを見ることで簡単に調べることができますので、一度ご確認ください。

【漏水確認方法】
　①宅内すべての蛇口を閉めてください。
　②メーターボックスを開けて、メーターのパイロット（銀色の羽根車）を確認してください。
　　・パイロットが回っていない⇒漏水ではありません。
　　・パイロットが回っている⇒どこかで漏水している可能性があります。
◆漏水している場合は、早急に「養老町指定給水装置工事事業者」に連絡
　して修繕を依頼してください。漏水をそのまま放置しておくと、多額の
　水道料金が請求されるだけでなく、様々な事故やトラブルの原因となります。

岐阜県ひとり親家庭等就業・自立支援センター
☎058-268-2569　e-mail: shien-gifu@sunny.ocn.ne.jp

県内にお住まいのひとり親を対象に就業支援講習会受講者を募集します
【募集講座】
介護職員初任者研修、介護福祉士実務者研修、介護福祉士国家試験対策講座、ケアマネジャー受験対策講座、医療事務・
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<水道メーターの一例>

パイロット

令和７年度の国民年金保険料について
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　令和７年度の国民年金保険料は、月額 17,510 円です。
令和７年度の学生納付特例受付が始まります
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学院）、短大、専門学校などの各種学校に在学する学生などで、本人の前年所得が基準以下（128 万円＋扶養親族数×38
万円＋社会保険料控除など）の人です。※令和７年２月末時点
　学生納付特例制度は、４月から翌年３月までで毎年度申請が必要です。年金番号もしくはマイナンバーがわかるもの、
学生証（有効期限などが記載されているもの）もしくは在学証明書（原本）を持って、住民環境課にて申請してください。
　令和６年度に学生納付特例制度で納付猶予している人で、引き続き在学予定の人には、ハガキ形式の学生納付特例申請
書が日本年金機構より送付されます。令和７年度も納付猶予を希望する人は、送付されたハガキに必要事項を記入して返
送してください。
※学生証などの写しの添付は不要ですが、学校などが変更した場合は住民環境課にて改めて申請してください。

空き家問題解決無料相談の５月開催の案内について
　町では、サテライト空き家相談事業として空き家に関しての悩みがある人などを対象に個別相談を開催しています。
無料相談を希望する人は、建設課までお問い合わせください。

【対象者】
　町内空き家所有者など
　（空き家所有者、今後相続などにより空き家の所有者になりそうな人、現在の住まいが空き家となる心配のある人など）

【日時・場所】
５月 15日（木）13時～ 16時　町役場３階第４会議室にて開催します。

【予約】
　事前予約が必要です。受付期間は４月 30日（水）までとなりますので、平日９時から 17時までに電話または建設課窓
口にて予約してください。

建設課　☎32-5081
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養老町食肉基幹市場建設候補地検証委員会から答申書が提出されました

産業観光課　新食肉基幹市場建設推進室　☎32-1107

　現在、岐阜県食肉基幹市場建設促進協議会において、安心・安全な食肉を安定的に消費者へお届けし、養老町をはじめ
とした県内食肉産業の地域ブランドを推進するため、岐阜県内の３施設（岐阜市食肉地方卸売市場、関市食肉センター、
養老町立食肉事業センター）を統合した新食肉基幹市場を養老町内に整備するための協議が進められています。

委員会の目的
　本町では、養老町食肉基幹市場建設整備推進協議会（以下、町協議会という）を設置し、令和３年度から候補地選定の
協議を進めてきました。候補地選定にあたっては、施設などの設置要件の法律適合性、用地整備などのコスト、町の将来
の発展性など各指標に基づく、総合的な判断により令和４年９月の協議会において「養老町沢田地内　岐阜製油協業組合
およびその周辺」が候補地として決定しました。
　この町協議会で決定した結果および検討過程を、第三者の専門的な視点から検証するため、養老町食肉基幹市場建設候
補地検証委員会を設置しました。

検証の視点
　本整備事業の検証にあたり専門的な知見を有する委員を招聘し、町協議会での検討プロセスや検討内容などの妥当性・
公平性について客観的な分析・評価を実施しました。
　また、検証結果に基づき、今後の町協議会の進め方などに関するアドバイスをいただき、円滑な事業推進のための提言
がありました。

検証委員およびオブザーバー

答申書の提出
　これまで検証委員会を計４回開催し、養老町における新食
肉基幹市場の必要性について確認した上で、候補地検討の進
め方や候補地要件について検証を行いました。
　また、現在に至るまでに町が行っている住民理解醸成に向
けた取り組みに対して、町へ提案事項がまとめられ、検証結
果と併せて答申書が町長へ提出されました。
　委員会の内容や答申書については、町ホームページに掲載
しています。

役 割

委員長

委員

オブザーバー

林 靖人

小出 直史

馬奈木 俊介

中垣 勝臣

地域経営

科学情報、公共政策

土木計画学、環境政策学、産業組織論

経営学

信州大学 副学長

大阪大学 特任准教授

九州大学 大学院 工学研究院
都市システム工学講座 教授

朝日大学 経営学部経営学科 准教授

氏 名 所 属 専門分野

委員会内容や答申書について
（町ホームページ）

※上記、検証委員のほか、施設建設に係る環境影響調査を実施した企業の担当者もオブザーバーとして出席しました。

防災行政無線「戸別受信機」を有償貸与します

　町では、防災行政無線の放送内容を聞くことができる戸別受信機を有償で貸与しています。

【お知らせする内容】
　・大雨、地震や火災などの災害情報
　・町や学校などからの行政情報
　・朝と夕の定時放送（受信確認のため、７時にチャイムと17時に音楽を鳴らします）

【申請方法など】
　〇対象者
　　養老町に住民登録のある世帯で、１世帯につき１台まで
　〇金　額
　　１台につき１万円（貸与時）
　　※65歳以上でかつ単独世帯の人などへは５千円で貸与します。詳しくはご相談ください。
　〇申請方法
　　（１）総務課に申請書を提出してください。
　　　　　申請書は、総務課窓口に備え付け、または町ホームページよりダウンロードできます。
　　（２）申請書受付後、納付書を申込者に郵送します。
　　（３）代金の納付が確認できましたら、総務課にて戸別受信機をお渡しします。
　〇注意事項
　　・戸別受信機の数には限りがあります。予定数になり次第、受付を終了します。
　　・戸別受信機の使用に伴う電気料金や乾電池代などの維持費用は自己負担です。

【その他】
　・防災アプリ「養老町防災行政情報」やメール配信サービス「あんしん防災ネット」でも防災行政無線の放送内容を確
認することができます。

防災アプリ
「養老町防災行政情報」

iPhone版 Android版 フィーチャーフォン（ガラケー） PC/スマートフォン

防災情報メール配信
「あんしん防災ネット」

総務課　☎32-1101
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ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
入
居
日
　
申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

■問
■申
改
良
住
宅
対
策
室

　
　
☎
32

－

５
０
７
９

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
16
日（
水
）９
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
先
着
15
組
程
度（
予
約
不

要
・
当
日
受
付
順
）

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－

３
５
０
４

〜
①
体
を
つ
か
っ
て
遊
ぼ
う
〜

　
１
階
の
大
集
会
室
で
、
こ
こ
ろ
と
体

を
育
む
楽
し
い
運
動
遊
び
な
ど
を
行
い

ま
す
。

■
日
時
　
４
月
18
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
②
子
育
て
カ
フ
ェ
　
す
ま
い
る
〜

“

茶
話
会”

手
作
り
お
や
つ
を
食
べ
な

が
ら
、
一
緒
に
笑
顔
に
な
れ
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
８
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、期
末
勤
勉
手
当（
年
２
回
）

あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、
印
鑑
、
免
許

状
・
資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
４
月
18
日（
金
）

■問
■申
子
ど
も
課
　
☎
32

－

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
２
７
円

■
勤
務
内
容
　
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト

■
そ
の
他
　
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
14
時
30

分
〜
18
時
45
分
、
土
曜
日
・
夏
期
休

業
日
な
ど
　
７
時
45
分
〜
18
時
45
分

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
町
内
小
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

学
校
校
務
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
１
７
円

■
勤
務
内
容
　
学
校
の
書
類
配
達
や
校

内
環
境
の
整
備
な
ど

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
８
時
〜

16
時
　※

時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
内
小
中
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
・
期
末
勤
勉
手
当（
年
２

　
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
予
定
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

①
こ
ど
も
園
給
食
調
理
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
４
１
円（
調
理

師
免
許
を
有
す
る
人
は
１
，
１
５
５
円
）

■
勤
務
内
容
　
給
食
調
理
・
お
や
つ
の

準
備
お
よ
び
食
器
洗
浄
業
務
な
ど

②
こ
ど
も
園
園
務
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
１
７
円

■
勤
務
内
容
　
事
務
作
業
な
ど

③
こ
ど
も
園
看
護
師・准
看
護
師

■
報
酬（
時
給
）

　
看
護
師
　
　
１
，
５
０
４
円

　
准
看
護
師
　
１
，
４
４
０
円

■
勤
務
内
容
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト

■
必
要
資
格
　
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど

〈
共
通
事
項
〉

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
基
本
、
給

食
実
施
日
）園
と
職
種
に
よ
り
早
番
・

遅
番
、
土
曜
日
出
勤
あ
り※

時
間
に

つ
い
て
は
応
相
談

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル)

へ
参

加
予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ
ん

の
名
前（
ふ
り
が
な
、
学
年
、
年
齢
）、

住
所
、
連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

こ
ど
も
食
堂
へ
の
お
申
し
込
み
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
携
帯
電
話
か
ら
申
し
込
む
人

は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
　
山
内
智
音 

　
☎
０
９
０

－

２
１
３
８

－

５
３
４
０

　
親
子
あ
つ
ま
れ
！
養
老
町
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
で
す
。
楽
し
い
親
子
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
親
子
ひ
ろ
ば
〜

〈
親
子
の
絆
深
め
る
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
＆

お
し
ゃ
べ
り
会
〉

　
０
〜
１
歳
ベ
ビ
マ
マ
で
楽
し
も
う

■
日
時
　
４
月
16
日（
水
）10
時
〜
12
時

■
場
所
　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

@
kosodate_share_coco46

に
て

■問
■申
子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
　

　
　
担
当
　
川
瀬

　
　
☎
０
５
０

－

１
７
２
２

－

１
９
３
７

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　Sharecoco46@
gm
ail.com

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
生
涯
学
習
と

し
て
注
目
さ
れ
、
老
若
男
女
問
わ
ず
楽

し
め
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
健
康
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
と
し

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
７
月
５
日
〜
全
９
回（
毎
週

土
曜
日
）９
時
50
分
〜
12
時
10
分

　
季
節
イ
ベ
ン
ト『
い
ち
ご
』の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
親
子
で
季
節
を
感

じ
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

〜
①
手
作
り
お
も
ち
ゃ
〜

■
日
時
　
４
月
23
日（
水
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
４
月
８
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
②
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｙ
親
子
で
あ
そ
ぼ
〜

■
日
時
　
５
月
18
日（
日
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
５
月
３
日（
土
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
家
族

〈
①
②
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
定
員
　
10
組
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物
　
飲
料
水
な
ど
を
持
参
く
だ

さ
い
。

〜
③
第
１
回
よ
う
ろ
う
こ
ど
も
食
堂
〜

　
今
年
度
最
初
の
こ
ど
も
食
堂
で
す
。

公
民
館
内
で
楽
し
く
食
べ
て
、
遊
び
ま

し
ょ
う
！
手
ぶ
ら
で
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

■
日
時
　
５
月
10
日（
土
）11
時
30
分
〜

13
時（
こ
ど
も
食
堂
）、
食
事
後
〜
15

時（
こ
ど
も
の
居
場
所
時
間
）（
受
付

11
時
15
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
４
月
15
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館
内

■
対
象
　
町
内
の
中
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ま
と
家
族

■
定
員
　
15
家
族
50
食
程
度

■
参
加
費
　
子
ど
も
１
食
１
０
０
円
、

大
人
１
食
３
０
０
円（
当
日
、
集
金

し
ま
す
）

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込
　
申
込
期
間
内
に

「ichigo_kosodate@
yahoo.co.jp

」

■
日
時
　
４
月
25
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分

■
定
員
　
10
組

〜
③
ス
マ
イ
ル（
製
作
）〜

　
紙
皿
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
っ
て
、

親
子
写
真
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
５
月
７
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

〈
①
②
③
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
わ
く

わ
く
ル
ー
ム
ま
た
は
１
階
大
集
会
室
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
親
子
ラ
ン
ド
〜

　
春
色
ち
ょ
う
ち
ょ
を
作
っ
て
、
ひ
ら

ひ
ら
飛
ば
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
４
月
９
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■問
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　
☎
32

－

１
１
４
７

〜
つ
ば
め
食
堂（
こ
ど
も
食
堂
）〜

　
み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね
。

食
べ
た
後
は
児
童
館
で
遊
ぼ
う
♪

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は「
ハ
ン
バ
ー
グ

ほ
か
」で
す
。

※

食
事
の
持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時
　
４
月
26
日（
土
）12
時
〜

■
申
込
期
間
　
４
月
７
日（
月
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

■
対
象
　
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま

（
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ま
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
子
ど
も
は
無
料
。
同
伴
の

保
護
者
は
３
０
０
円（
当
日
、
集
金

し
ま
す
）

■問
■申
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
結
」　
佐
野

　
　
☎
０
９
０

－

７
２
４
４

－

６
１
９
１

　
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　
　
☎
32

－

１
１
４
７

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　fukushi-ct@

tow
n.yoro.gifu.jp
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募
　
集

募
　
集

公
立
こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員

小
中
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

上
水
道
施
設
巡
視
点
検
員

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

　
次
世
代
を
担
う
青
少
年
を
ド
イ
ツ
・

バ
ー
ト
ゾ
ー
デ
ン
市
に
派
遣
し
、
友
好

と
親
善
を
よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
感
覚
の
育
成
と
資
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
国
際
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、
ド
イ
ツ
で

特
別
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
派
遣
期
間
　
８
月
４
日（
月
）〜
20
日

（
水
）予
定

■
募
集
人
数
　
７
人（
派
遣
団
員
）

■
応
募
資
格
　
高
校
生
以
上（
町
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
し
、
ス
ポ
ー
ツ

が
好
き
な
人
）

■
申
込
　
応
募
用
紙（
町
教
育
委
員
会

に
備
え
付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
選
考
後
に

面
接
を
実
施
し
、
派
遣
団
員
を
決
定

し
ま
す
。

※

申
し
込
み
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
23
日（
金
）ま
で

■問
■申
生
涯
学
習
課  

☎
32

－

５
０
８
６

町
営
岩
道
住
宅

■
場
所
　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数
　
５
戸（
Ａ
棟
１
戸
、Ｂ
棟
２
戸
、

Ｃ
棟
２
戸
）

■
建
設
年
度
　
Ａ
棟
　
平
成
９
年
度
、

Ｂ
棟
　
平
成
12
年
度
、Ｃ
棟
　
平
成

15
年
度

■
構
造
　
Ａ・Ｂ
棟
　
中
層
耐
火
構
造

３
階
建
、Ｃ
棟
　
耐
火
構
造
２
階
建
・

戸
当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
Ａ
棟
　
４
万
１
３
０
０
円
、

Ｂ
棟
　
４
万
６
５
０
０
円
、

　
Ｃ
棟
　
４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
，
５
６
０
円
／
台

町
営
住
宅
入
居
者

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

日
独
交
流
事
業
　
派
遣
団
員

季
節
イ
ベ
ン
ト
「
い
ち
ご
」

■
場
所
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
大
垣
　
２
階

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
研
修
所（
大
垣
市

三
塚
町
丹
瀬
４
６
３

－

１
）

■
定
員
　
40
人
程
度（
先
着
順
）

■
対
象
　
未
経
験
者
・
初
心
者
（
原
則
、

定
期
受
講
で
き
る
人)

■
内
容
　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
基
礎
講

座
■
参
加
費
　
１
回
１
，
０
０
０
円（
た

だ
し
、
初
回
に
教
材
費
と
し
て
別
途

１
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

※

内
容
に
関
す
る
詳
細
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜
県
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
協
会

　
　
☎
51

－

９
４
９
０

　
４
月
18
日
は
日
本
医
師
会
が
制
定
し

た「
よ
い
歯
の
日
」で
す
。
歯
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
岐
阜
県

保
険
医
協
会
で
は
、
ヨ
イ
ハ（
４
月
18

日
）に
ち
な
み「
歯
の
な
ん
で
も
電
話
相

談
」を
実
施
し
、
歯
科
医
師
が
歯
や
口

の
健
康
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
に
応

じ
ま
す
。
無
料
相
談
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
13
日（
日
）10
時
〜
15
時

■問
岐
阜
県
保
険
医
協
会

　
☎
０
５
８

－

２
６
７

－

０
７
１
１

　
２
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■問
水
道
課
　
☎
32

－

５
０
８
２

子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
入
門
講
座

ヨ
イ
ハ
健
康
デ
ー

歯
の
な
ん
で
も
電
話
相
談

水
道
の
水
質
検
査
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■
申
込
期
限
　
４
月
18
日（
金
）

■問
■申
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
33

－

０
２
７
０

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
１
７
円

■
勤
務
内
容
　
水
道
施
設
の
巡
視
お
よ

び
軽
作
業（
滅
菌
用
薬
液
の
補
充
、

除
草
作
業
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
週
３
〜
４
日
程
度
　
８

時
30
分
〜
12
時
30
分

■
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持

つ
人(

必
須)

、
電
気
・
情
報
通
信
な

ど
の
有
資
格
者
、
電
気
の
技
術
に
関

す
る
専
門
教
科
を
専
攻
し
た
人
、
過

去
に
水
道
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
が

あ
る
人

■
募
集
人
数
　
１
人

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
８
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど
　
会
計
年
度
任
用
職

員
選
考
申
込
書
、
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、
印
鑑
、
資
格

証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
４
月
30
日（
水
）

■問
■申
水
道
課  

☎
32

－

５
０
８
２

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
水

道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
内
容
　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務

■
勤
務
期
間
　
毎
月
20
日
頃
〜
月
末

■問
■申
水
道
課  

☎
32

－

５
０
８
２

回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応

相
談
）

〈
共
通
事
項
〉

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
８
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、
印
鑑
、
資
格

証
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
４
月
18
日（
金
）

■問
■申
教
育
総
務
課  

☎
32

－

５
０
８
５

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬（
時
給
）

　
社
会
福
祉
士
・
主
任
介
護
支
援
専
門

員
・
保
健
師
　
１
，
６
０
０
円

　
介
護
支
援
専
門
員
　
１
，
５
０
４
円

■
勤
務
内
容
　
相
談
業
務
や
介
護
予
防

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
８
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
対
象
　
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支

援
専
門
員
、
保
健
師
、
介
護
支
援
専

門
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
石
畑
５
２
３
）

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
８
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
通

勤
手
当
、
期
末
勤
勉
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し

■
入
居
資
格

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
入
居
日
　
申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

■問
■申
改
良
住
宅
対
策
室

　
　
☎
32

－

５
０
７
９

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
16
日（
水
）９
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
先
着
15
組
程
度（
予
約
不

要
・
当
日
受
付
順
）

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－

３
５
０
４

〜
①
体
を
つ
か
っ
て
遊
ぼ
う
〜

　
１
階
の
大
集
会
室
で
、
こ
こ
ろ
と
体

を
育
む
楽
し
い
運
動
遊
び
な
ど
を
行
い

ま
す
。

■
日
時
　
４
月
18
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
②
子
育
て
カ
フ
ェ
　
す
ま
い
る
〜

“

茶
話
会”

手
作
り
お
や
つ
を
食
べ
な

が
ら
、
一
緒
に
笑
顔
に
な
れ
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
８
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、期
末
勤
勉
手
当（
年
２
回
）

あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、
印
鑑
、
免
許

状
・
資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
４
月
18
日（
金
）

■問
■申
子
ど
も
課
　
☎
32

－

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
２
７
円

■
勤
務
内
容
　
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト

■
そ
の
他
　
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
14
時
30

分
〜
18
時
45
分
、
土
曜
日
・
夏
期
休

業
日
な
ど
　
７
時
45
分
〜
18
時
45
分

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
町
内
小
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

学
校
校
務
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
１
７
円

■
勤
務
内
容
　
学
校
の
書
類
配
達
や
校

内
環
境
の
整
備
な
ど

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
８
時
〜

16
時
　※

時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
内
小
中
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
・
期
末
勤
勉
手
当（
年
２

　
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
予
定
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

①
こ
ど
も
園
給
食
調
理
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
４
１
円（
調
理

師
免
許
を
有
す
る
人
は
１
，
１
５
５
円
）

■
勤
務
内
容
　
給
食
調
理
・
お
や
つ
の

準
備
お
よ
び
食
器
洗
浄
業
務
な
ど

②
こ
ど
も
園
園
務
員

■
報
酬（
時
給
）　
１
，
１
１
７
円

■
勤
務
内
容
　
事
務
作
業
な
ど

③
こ
ど
も
園
看
護
師・准
看
護
師

■
報
酬（
時
給
）

　
看
護
師
　
　
１
，
５
０
４
円

　
准
看
護
師
　
１
，
４
４
０
円

■
勤
務
内
容
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト

■
必
要
資
格
　
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど

〈
共
通
事
項
〉

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
基
本
、
給

食
実
施
日
）園
と
職
種
に
よ
り
早
番
・

遅
番
、
土
曜
日
出
勤
あ
り※

時
間
に

つ
い
て
は
応
相
談

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル)

へ
参

加
予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ
ん

の
名
前（
ふ
り
が
な
、
学
年
、
年
齢
）、

住
所
、
連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

こ
ど
も
食
堂
へ
の
お
申
し
込
み
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
携
帯
電
話
か
ら
申
し
込
む
人

は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
　
山
内
智
音 

　
☎
０
９
０

－

２
１
３
８

－

５
３
４
０

　
親
子
あ
つ
ま
れ
！
養
老
町
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
で
す
。
楽
し
い
親
子
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
親
子
ひ
ろ
ば
〜

〈
親
子
の
絆
深
め
る
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
＆

お
し
ゃ
べ
り
会
〉

　
０
〜
１
歳
ベ
ビ
マ
マ
で
楽
し
も
う

■
日
時
　
４
月
16
日（
水
）10
時
〜
12
時

■
場
所
　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

@
kosodate_share_coco46

に
て

■問
■申
子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
　

　
　
担
当
　
川
瀬

　
　
☎
０
５
０

－

１
７
２
２

－

１
９
３
７

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　Sharecoco46@
gm
ail.com

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
生
涯
学
習
と

し
て
注
目
さ
れ
、
老
若
男
女
問
わ
ず
楽

し
め
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
健
康
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
と
し

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
７
月
５
日
〜
全
９
回（
毎
週

土
曜
日
）９
時
50
分
〜
12
時
10
分

　
季
節
イ
ベ
ン
ト『
い
ち
ご
』の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
親
子
で
季
節
を
感

じ
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

〜
①
手
作
り
お
も
ち
ゃ
〜

■
日
時
　
４
月
23
日（
水
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
４
月
８
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
②
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｙ
親
子
で
あ
そ
ぼ
〜

■
日
時
　
５
月
18
日（
日
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
５
月
３
日（
土
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
家
族

〈
①
②
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
定
員
　
10
組
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物
　
飲
料
水
な
ど
を
持
参
く
だ

さ
い
。

〜
③
第
１
回
よ
う
ろ
う
こ
ど
も
食
堂
〜

　
今
年
度
最
初
の
こ
ど
も
食
堂
で
す
。

公
民
館
内
で
楽
し
く
食
べ
て
、
遊
び
ま

し
ょ
う
！
手
ぶ
ら
で
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

■
日
時
　
５
月
10
日（
土
）11
時
30
分
〜

13
時（
こ
ど
も
食
堂
）、
食
事
後
〜
15

時（
こ
ど
も
の
居
場
所
時
間
）（
受
付

11
時
15
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
４
月
15
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館
内

■
対
象
　
町
内
の
中
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ま
と
家
族

■
定
員
　
15
家
族
50
食
程
度

■
参
加
費
　
子
ど
も
１
食
１
０
０
円
、

大
人
１
食
３
０
０
円（
当
日
、
集
金

し
ま
す
）

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込
　
申
込
期
間
内
に

「ichigo_kosodate@
yahoo.co.jp

」

■
日
時
　
４
月
25
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分

■
定
員
　
10
組

〜
③
ス
マ
イ
ル（
製
作
）〜

　
紙
皿
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
っ
て
、

親
子
写
真
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
５
月
７
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

〈
①
②
③
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
わ
く

わ
く
ル
ー
ム
ま
た
は
１
階
大
集
会
室
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
親
子
ラ
ン
ド
〜

　
春
色
ち
ょ
う
ち
ょ
を
作
っ
て
、
ひ
ら

ひ
ら
飛
ば
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
４
月
９
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■問
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　
☎
32

－

１
１
４
７

〜
つ
ば
め
食
堂（
こ
ど
も
食
堂
）〜

　
み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね
。

食
べ
た
後
は
児
童
館
で
遊
ぼ
う
♪

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は「
ハ
ン
バ
ー
グ

ほ
か
」で
す
。

※

食
事
の
持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時
　
４
月
26
日（
土
）12
時
〜

■
申
込
期
間
　
４
月
７
日（
月
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

■
対
象
　
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま

（
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ま
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
子
ど
も
は
無
料
。
同
伴
の

保
護
者
は
３
０
０
円（
当
日
、
集
金

し
ま
す
）

■問
■申
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
結
」　
佐
野

　
　
☎
０
９
０

－

７
２
４
４

－

６
１
９
１

　
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　
　
☎
32

－

１
１
４
７

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　fukushi-ct@

tow
n.yoro.gifu.jp
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●参加費が記載されていない事業は無料です。
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募
　
集

募
　
集

公
立
こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員

小
中
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

上
水
道
施
設
巡
視
点
検
員

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

　
次
世
代
を
担
う
青
少
年
を
ド
イ
ツ
・

バ
ー
ト
ゾ
ー
デ
ン
市
に
派
遣
し
、
友
好

と
親
善
を
よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
感
覚
の
育
成
と
資
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
国
際
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、
ド
イ
ツ
で

特
別
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
派
遣
期
間
　
８
月
４
日（
月
）〜
20
日

（
水
）予
定

■
募
集
人
数
　
７
人（
派
遣
団
員
）

■
応
募
資
格
　
高
校
生
以
上（
町
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
し
、
ス
ポ
ー
ツ

が
好
き
な
人
）

■
申
込
　
応
募
用
紙（
町
教
育
委
員
会

に
備
え
付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
選
考
後
に

面
接
を
実
施
し
、
派
遣
団
員
を
決
定

し
ま
す
。

※

申
し
込
み
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
23
日（
金
）ま
で

■問
■申
生
涯
学
習
課  

☎
32

－

５
０
８
６

町
営
岩
道
住
宅

■
場
所
　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数
　
５
戸（
Ａ
棟
１
戸
、Ｂ
棟
２
戸
、

Ｃ
棟
２
戸
）

■
建
設
年
度
　
Ａ
棟
　
平
成
９
年
度
、

Ｂ
棟
　
平
成
12
年
度
、Ｃ
棟
　
平
成

15
年
度

■
構
造
　
Ａ・Ｂ
棟
　
中
層
耐
火
構
造

３
階
建
、Ｃ
棟
　
耐
火
構
造
２
階
建
・

戸
当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
Ａ
棟
　
４
万
１
３
０
０
円
、

Ｂ
棟
　
４
万
６
５
０
０
円
、

　
Ｃ
棟
　
４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
，
５
６
０
円
／
台

町
営
住
宅
入
居
者

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

日
独
交
流
事
業
　
派
遣
団
員

季
節
イ
ベ
ン
ト
「
い
ち
ご
」

■
場
所
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
大
垣
　
２
階

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
研
修
所（
大
垣
市

三
塚
町
丹
瀬
４
６
３

－

１
）

■
定
員
　
40
人
程
度（
先
着
順
）

■
対
象
　
未
経
験
者
・
初
心
者
（
原
則
、

定
期
受
講
で
き
る
人)

■
内
容
　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
基
礎
講

座
■
参
加
費
　
１
回
１
，
０
０
０
円（
た

だ
し
、
初
回
に
教
材
費
と
し
て
別
途

１
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

※

内
容
に
関
す
る
詳
細
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜
県
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
協
会

　
　
☎
51

－

９
４
９
０

　
４
月
18
日
は
日
本
医
師
会
が
制
定
し

た「
よ
い
歯
の
日
」で
す
。
歯
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
岐
阜
県

保
険
医
協
会
で
は
、
ヨ
イ
ハ（
４
月
18

日
）に
ち
な
み「
歯
の
な
ん
で
も
電
話
相

談
」を
実
施
し
、
歯
科
医
師
が
歯
や
口

の
健
康
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
に
応

じ
ま
す
。
無
料
相
談
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
13
日（
日
）10
時
〜
15
時

■問
岐
阜
県
保
険
医
協
会

　
☎
０
５
８

－

２
６
７

－

０
７
１
１

　
２
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■問
水
道
課
　
☎
32

－

５
０
８
２

子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
入
門
講
座

ヨ
イ
ハ
健
康
デ
ー

歯
の
な
ん
で
も
電
話
相
談

水
道
の
水
質
検
査
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生涯学習課　☎32-5086

令和６年度スポーツ少年団交流大会を開催しました！
　３月２日（日）に町スマイルグラウンドにて令和６年度養老町スポーツ少年団交流
大会が開催されました。寒さに負けず、町のスポーツ少年団に所属する団員が、日頃
の活動の成果を存分に発揮し、精一杯走り切りました。

健康福祉課　☎32-1105

令和７年度 ひきこもり・発達障がいに関する個別相談会について

学校に行けなくなった…　　仕事を辞めた…
それ以来、ずっと家に居て、友達に会っていない
これから何をしたいのかわからない
出口が見つからず、ただ時間だけが過ぎていく…

「どうしたらいいか」と悩んでいませんか？
相談員が話を聞き、ひきこもっている人の自立に向けたステップを踏めるよう一緒に考えます。

対　象：町内在住のひきこもりや発達障がいなどでお悩みの本人および家族
申　込：事前予約制（予約先　健康福祉課　☎32-1105）
相談員：西濃圏域発達障がい支援センター　地域支援マネージャー
日　程：

実施日
令和７年４月８日（火）

　５月 13日（火）
６月 10日（火）
７月８日（火）
８月５日（火）
９月２日（火）

10月 14日（火）
11月 11日（火）
12月９日（火）

令和８年１月 13日（火）
２月 10日（火）
３月 10日（火）

時 間

13 時 30 分～ 15時

町中央公民館
第１会議室

(10 月 14 日および１月 13日は
町役場にて開催 )

場 所

※日時や場所などは変更となる場合があります。

〇持久走１・２年生の部（男子）
１位　養老キッカーズ　　　片山　史悠
２位　養老キッカーズ　　　中村　健人
３位　養老陸上　　　　　　西脇　逸太

〇持久走３・４年生の部（男子）
１位　ＦＣ養老ジュニア　　髙桐　慶太
２位　ＦＣ養老ジュニア　　小野　結仁
３位　養老ミニバスケット　菱田　晴陽

〇持久走５・６年生の部（男子）
１位　養老ミニバスケット　三輪　魁士
２位　養老キッカーズ　　　山田　陽翔
３位　養老キッカーズ　　　松永　朋憲

〇持久走１・２年生の部（女子）
１位　養老陸上　　　　　　モレノ　有咲
２位　養老ミニバスケット　高田　夕葵
３位　養老陸上　　　　　　所　愛依來

〇持久走３・４年生の部（女子）
１位　養老ミニバスケット　村木　冴美
２位　養老ミニバスケット　豊長　陽菜乃
３位　養老ミニバスケット　長堀　明日香

〇持久走５・６年生の部（女子）
１位　日吉剣道　　　　　　長井　咲希
２位　池辺バレーボール　　谷　樹里奈
３位　池辺バレーボール　　近藤　莉衣奈

〇駅伝の部（男子）
１位　ＦＣ養老ジュニア
２位　養老陸上A
３位　ミニバスケット男子Ａ

４位　養老陸上Ｃ
５位　養老ファイターズＡ
６位　養老陸上Ｂ

〇駅伝の部（女子）
１位　ミニバスケット女子
２位　養老陸上女子Ａ
３位　養老陸上女子Ｂ

４位　池辺バレー
５位　養老陸上女子Ｃ
６位　養老ソフトテニスＢ

生涯学習課　☎32-5086

　２月 16日（日）に町総合体育館で第 40回養老町民なわとび大会が開催されました。健康増進や体力づくりの機会を創
出することを目的として開催され、参加者は仲間同士で声をかけ合い、記録更新を目指しました。

○ひょうたんとびの部
優　勝　養老町ひょうたんとび保存会
準優勝　上多度の発展を考える会
３　位　チームＴｏＢｅ

○ジュニア長なわとびの部
優　勝　笠郷Ａ
準優勝　養北
３　位　多芸東部

○長なわとびの部
優　勝　笠郷Ｂ
準優勝　養老町ひょうたんとび保存会
３　位 チームＴｏＢｅ

○個人自由なわとびの部　優秀賞
１部（小学３年生以下）　　　　　　９人
２部（小学４年生以上高校生以下）　６人
３部（一般）　　　　　　　　　　　６人

養老町制施行 70周年記念
第 40回養老町民なわとび大会　成績発表

養老町制施行 70周年記念
第 40回養老町民なわとび大会　成績発表

　町では、有害ごみ（蛍光灯・水銀を使用している体温計や茶碗、湯飲みなどの陶磁器類、乾電池）を年４回収集してい
ます。ごみカレンダーやごみ分別アプリ「さんあ～る」において、地区ごとの収集場所、搬入指定日、収集時間を確認し
て出してください。
　なお、有害ごみを出すときには以下の事項にご注意ください。
【収集するもの】
・蛍光灯（LED除く）、体温計（水銀式）、陶磁器類、乾電池
（それぞれ分別して出してください。電球とLEDは燃やせないごみです。乾電池にはボタン電池も含みます）
※有害ゴミの収集場所は、通常ご利用いただいている一般ゴミの集積所とは異なりますのでご注意ください。
【搬入時間】
　指定日前日の15時～18時、指定日当日の７時～９時

ごみ分別アプリ「さんあ～る」のインストールはこちらから

陶磁器類・蛍光灯などの有害ごみを集めます

住民環境課　☎32-1104

iPhoneなどの
iOS端末用

Android端末用
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生涯学習課　☎32-5086

令和６年度スポーツ少年団交流大会を開催しました！
　３月２日（日）に町スマイルグラウンドにて令和６年度養老町スポーツ少年団交流
大会が開催されました。寒さに負けず、町のスポーツ少年団に所属する団員が、日頃
の活動の成果を存分に発揮し、精一杯走り切りました。

健康福祉課　☎32-1105

令和７年度 ひきこもり・発達障がいに関する個別相談会について

学校に行けなくなった…　　仕事を辞めた…
それ以来、ずっと家に居て、友達に会っていない
これから何をしたいのかわからない
出口が見つからず、ただ時間だけが過ぎていく…

「どうしたらいいか」と悩んでいませんか？
相談員が話を聞き、ひきこもっている人の自立に向けたステップを踏めるよう一緒に考えます。

対　象：町内在住のひきこもりや発達障がいなどでお悩みの本人および家族
申　込：事前予約制（予約先　健康福祉課　☎32-1105）
相談員：西濃圏域発達障がい支援センター　地域支援マネージャー
日　程：

実施日
令和７年４月８日（火）

　５月 13日（火）
６月 10日（火）
７月８日（火）
８月５日（火）
９月２日（火）

10月 14日（火）
11月 11日（火）
12月９日（火）

令和８年１月 13日（火）
２月 10日（火）
３月 10日（火）

時 間

13 時 30 分～ 15時

町中央公民館
第１会議室

(10 月 14 日および１月 13日は
町役場にて開催 )

場 所

※日時や場所などは変更となる場合があります。

〇持久走１・２年生の部（男子）
１位　養老キッカーズ　　　片山　史悠
２位　養老キッカーズ　　　中村　健人
３位　養老陸上　　　　　　西脇　逸太

〇持久走３・４年生の部（男子）
１位　ＦＣ養老ジュニア　　髙桐　慶太
２位　ＦＣ養老ジュニア　　小野　結仁
３位　養老ミニバスケット　菱田　晴陽

〇持久走５・６年生の部（男子）
１位　養老ミニバスケット　三輪　魁士
２位　養老キッカーズ　　　山田　陽翔
３位　養老キッカーズ　　　松永　朋憲

〇持久走１・２年生の部（女子）
１位　養老陸上　　　　　　モレノ　有咲
２位　養老ミニバスケット　高田　夕葵
３位　養老陸上　　　　　　所　愛依來

〇持久走３・４年生の部（女子）
１位　養老ミニバスケット　村木　冴美
２位　養老ミニバスケット　豊長　陽菜乃
３位　養老ミニバスケット　長堀　明日香

〇持久走５・６年生の部（女子）
１位　日吉剣道　　　　　　長井　咲希
２位　池辺バレーボール　　谷　樹里奈
３位　池辺バレーボール　　近藤　莉衣奈

〇駅伝の部（男子）
１位　ＦＣ養老ジュニア
２位　養老陸上A
３位　ミニバスケット男子Ａ

４位　養老陸上Ｃ
５位　養老ファイターズＡ
６位　養老陸上Ｂ

〇駅伝の部（女子）
１位　ミニバスケット女子
２位　養老陸上女子Ａ
３位　養老陸上女子Ｂ

４位　池辺バレー
５位　養老陸上女子Ｃ
６位　養老ソフトテニスＢ

生涯学習課　☎32-5086

　２月 16日（日）に町総合体育館で第 40回養老町民なわとび大会が開催されました。健康増進や体力づくりの機会を創
出することを目的として開催され、参加者は仲間同士で声をかけ合い、記録更新を目指しました。

○ひょうたんとびの部
優　勝　養老町ひょうたんとび保存会
準優勝　上多度の発展を考える会
３　位　チームＴｏＢｅ

○ジュニア長なわとびの部
優　勝　笠郷Ａ
準優勝　養北
３　位　多芸東部

○長なわとびの部
優　勝　笠郷Ｂ
準優勝　養老町ひょうたんとび保存会
３　位 チームＴｏＢｅ

○個人自由なわとびの部　優秀賞
１部（小学３年生以下）　　　　　　９人
２部（小学４年生以上高校生以下）　６人
３部（一般）　　　　　　　　　　　６人

養老町制施行 70周年記念
第 40回養老町民なわとび大会　成績発表

養老町制施行 70周年記念
第 40回養老町民なわとび大会　成績発表

　町では、有害ごみ（蛍光灯・水銀を使用している体温計や茶碗、湯飲みなどの陶磁器類、乾電池）を年４回収集してい
ます。ごみカレンダーやごみ分別アプリ「さんあ～る」において、地区ごとの収集場所、搬入指定日、収集時間を確認し
て出してください。
　なお、有害ごみを出すときには以下の事項にご注意ください。
【収集するもの】
・蛍光灯（LED除く）、体温計（水銀式）、陶磁器類、乾電池
（それぞれ分別して出してください。電球とLEDは燃やせないごみです。乾電池にはボタン電池も含みます）
※有害ゴミの収集場所は、通常ご利用いただいている一般ゴミの集積所とは異なりますのでご注意ください。
【搬入時間】
　指定日前日の15時～18時、指定日当日の７時～９時

ごみ分別アプリ「さんあ～る」のインストールはこちらから

陶磁器類・蛍光灯などの有害ごみを集めます

住民環境課　☎32-1104

iPhoneなどの
iOS端末用

Android端末用
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養老警察署　☎34-0110

自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町５-18光和ビル２階　☎73-1150

遠見山ハイキングの参加者を募集します

４月６日(日)から15日(火)までは、春の全国交通安全運動週間です

危険な盛土などに対する規制が始まります

自衛官などの募集案内

　町では「１町民１スポーツのまち・養老」を掲げ、身体的・精神的に健康で健全に過ごすことができるまちを目指して
います。今回、健康づくりと精神的なリフレッシュを目的に遠見山ハイキングを企画しましたのでぜひご参加ください。
詳しくは、町ホームページをご覧ください。

日 時：５月24日（土）
募 集 要 件：養老町在住、在勤の小学校４年生以上の人
募 集 人 数：25人（先着）
参 加 費：3,000円（現金のみ・当日支払い）
集 合 時 間：８時30分
集 合 場 所：町総合体育館北側駐車場（養老町五日市400）
目 的 地：遠見山（岐阜県川辺町）
スケジュール：

　４月６日(日)から15日（火）までの10日間、春の全国交通安全運動が実施されます。新学期が始まる春は、子どもの交
通事故が心配される季節です。一人ひとりの心がけで交通事故をゼロにしましょう。

　危険な盛土などを規制するため、4月1日より岐阜県全域が「宅地造成及び特定盛土等規制法」（通称：盛土規制法）に
基づき規制区域に指定されます。規制区域内で一定規模以上の盛土や切土、一時的な土石の堆積を行う場合は、事前に許
可もしくは届け出が必要となります。詳細については「岐阜県　盛土規制法」で検索していただくか、県ホームページ記
事（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/359943.html）にてご確認ください。

■　こどもをはじめとする歩行者が、安全に通行できる道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践
　　こどもに横断歩道の渡り方を指導するときは、手を挙げて左右の安全を必ず確かめ、運転手の目を見てから渡る
ように教えてあげましょう。
■　歩行者優先意識の徹底とながら運転などの根絶やシートベルト・チャイルドシートの適切な使用の促進
　　横断歩道は歩行者が最優先です。渡ろうとしている人がいたら必ず止まって進路を譲りましょう。
■　自転車利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守の徹底
　　自転車に乗る時は必ずヘルメットをかぶり、かぶるのが当たり前という世の中にしていきましょう。

●連絡・注意事項
・昼食は各自で持参もしくは「ぎふ清流里山公園」内の食事施設をご利用ください。
・「ぎふ清流里山公園」には食事施設、温泉施設などの有料施設があります。

申し込み期限：５月９日（金）まで

岐阜県建築指導課
☎058-272-8631　e-mail: c11655@pref.gifu.lg.jp

令和７年度　岐阜県犯罪被害遺児激励金支給事業について
　県では、毎年５月５日の「こどもの日」に合わせて、下記のとおり犯罪被害遺児に激励金を支給しています。対象とな
る場合は期限までにお申し込みください。

【対　象】
・５月５日現在、岐阜県内に居住し、犯罪被害によりそれまで生計をともにしていた父または母（すでに父母がいない場
合にはそれに代わる人）を亡くした人
・義務教育終了までの人および高等学校在学中（高等専門学校３年修了までの人、特別支援学校の高等部在学中の人を含
む）で満20歳未満の人
※犯罪被害とは、殺人や傷害致死などの故意の犯罪行為（人の生命または身体を害する行為）により害を被ることをいいます。
※国の犯罪被害給付金制度で、遺族給付金の支給裁定がされていることが必要です。
※犯罪被害遺児となった後に養子縁組した人、もしくは父または母が再婚し、生計をともにすることとなった人は除きます。

【支給額（１人当たり）】
　乳幼児および小学生　15,000円、中学生20,000円、高校生など　25,000円

【申込期限】
　４月30日（水）まで

総務課　☎32-1101

生涯学習課　☎32-5086

令和７年度　交通遺児激励金支給事業について
　県では、交通遺児がくじけることなく、健やかに、かつ、たくましく成長し、勉学に励むことができるようにと願って、
毎年５月５日の「こどもの日」を基準日として、下記のとおり激励金を支給しています。対象となる場合は、期限までに
お申し込みください。

【対　象】
・５月５日現在、岐阜県内に居住し、交通事故によりそれまで生計をともにしていた父または母（すでに父母がいない場
合はそれに代わる人）を亡くした人
・義務教育終了までの人および高等学校在学中（高等専門学校３年修了までの人、特別支援学校の高等部在学中の人を含
む）で満20歳未満の人
※交通遺児となった後に養子縁組した人、もしくは父または母が再婚し、生計をともにすることとなった人は除きます。

【支給額（１人当たり）】
　乳幼児および小学生　20,000円、中学生　25,000円、高校生など　30,000円

【申込期限】
　５月２日（金）まで

建設課　☎32-5081

８時30分
出発

９時40分
現地到着

9時45分
スタート

12時15分
昼食

14時15分
出発

15時30分
総合体育館到着

12時
ぎふ清流里山公園へ出発

募集種目
自衛官候補生
（中途採用含）

18歳以上
33歳未満の人

年間を通じて行っています。
詳細はお問い合わせください。 受付時にお知らせします。

一般曹候補生
（中途採用含） ３月１日（土）～５月７日（水）

○１次試験
５月 17日（土）～ 25日（日）のうち１日
１次合格発表：６月５日（木）
○２次試験
６月 14日（土）～ 29日（日）のうち１日
○最終合格発表
７月 31日（木）

受験資格 受付期間 試験期日

※受験資格の年齢で 32歳の人は、採用予定月の末日現在 33歳に達していない人となります。
※令和８年３月高等学校卒業予定者の採用試験は、令和７年９月に行います。
※やむを得ない事情で日付が変更される場合があります。
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養老警察署　☎34-0110

自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町５-18光和ビル２階　☎73-1150

遠見山ハイキングの参加者を募集します

４月６日(日)から15日(火)までは、春の全国交通安全運動週間です

危険な盛土などに対する規制が始まります

自衛官などの募集案内

　町では「１町民１スポーツのまち・養老」を掲げ、身体的・精神的に健康で健全に過ごすことができるまちを目指して
います。今回、健康づくりと精神的なリフレッシュを目的に遠見山ハイキングを企画しましたのでぜひご参加ください。
詳しくは、町ホームページをご覧ください。

日 時：５月24日（土）
募 集 要 件：養老町在住、在勤の小学校４年生以上の人
募 集 人 数：25人（先着）
参 加 費：3,000円（現金のみ・当日支払い）
集 合 時 間：８時30分
集 合 場 所：町総合体育館北側駐車場（養老町五日市400）
目 的 地：遠見山（岐阜県川辺町）
スケジュール：

　４月６日(日)から15日（火）までの10日間、春の全国交通安全運動が実施されます。新学期が始まる春は、子どもの交
通事故が心配される季節です。一人ひとりの心がけで交通事故をゼロにしましょう。

　危険な盛土などを規制するため、4月1日より岐阜県全域が「宅地造成及び特定盛土等規制法」（通称：盛土規制法）に
基づき規制区域に指定されます。規制区域内で一定規模以上の盛土や切土、一時的な土石の堆積を行う場合は、事前に許
可もしくは届け出が必要となります。詳細については「岐阜県　盛土規制法」で検索していただくか、県ホームページ記
事（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/359943.html）にてご確認ください。

■　こどもをはじめとする歩行者が、安全に通行できる道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践
　　こどもに横断歩道の渡り方を指導するときは、手を挙げて左右の安全を必ず確かめ、運転手の目を見てから渡る
ように教えてあげましょう。
■　歩行者優先意識の徹底とながら運転などの根絶やシートベルト・チャイルドシートの適切な使用の促進
　　横断歩道は歩行者が最優先です。渡ろうとしている人がいたら必ず止まって進路を譲りましょう。
■　自転車利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守の徹底
　　自転車に乗る時は必ずヘルメットをかぶり、かぶるのが当たり前という世の中にしていきましょう。

●連絡・注意事項
・昼食は各自で持参もしくは「ぎふ清流里山公園」内の食事施設をご利用ください。
・「ぎふ清流里山公園」には食事施設、温泉施設などの有料施設があります。

申し込み期限：５月９日（金）まで

岐阜県建築指導課
☎058-272-8631　e-mail: c11655@pref.gifu.lg.jp

令和７年度　岐阜県犯罪被害遺児激励金支給事業について
　県では、毎年５月５日の「こどもの日」に合わせて、下記のとおり犯罪被害遺児に激励金を支給しています。対象とな
る場合は期限までにお申し込みください。

【対　象】
・５月５日現在、岐阜県内に居住し、犯罪被害によりそれまで生計をともにしていた父または母（すでに父母がいない場
合にはそれに代わる人）を亡くした人
・義務教育終了までの人および高等学校在学中（高等専門学校３年修了までの人、特別支援学校の高等部在学中の人を含
む）で満20歳未満の人
※犯罪被害とは、殺人や傷害致死などの故意の犯罪行為（人の生命または身体を害する行為）により害を被ることをいいます。
※国の犯罪被害給付金制度で、遺族給付金の支給裁定がされていることが必要です。
※犯罪被害遺児となった後に養子縁組した人、もしくは父または母が再婚し、生計をともにすることとなった人は除きます。

【支給額（１人当たり）】
　乳幼児および小学生　15,000円、中学生20,000円、高校生など　25,000円

【申込期限】
　４月30日（水）まで

総務課　☎32-1101

生涯学習課　☎32-5086

令和７年度　交通遺児激励金支給事業について
　県では、交通遺児がくじけることなく、健やかに、かつ、たくましく成長し、勉学に励むことができるようにと願って、
毎年５月５日の「こどもの日」を基準日として、下記のとおり激励金を支給しています。対象となる場合は、期限までに
お申し込みください。

【対　象】
・５月５日現在、岐阜県内に居住し、交通事故によりそれまで生計をともにしていた父または母（すでに父母がいない場
合はそれに代わる人）を亡くした人
・義務教育終了までの人および高等学校在学中（高等専門学校３年修了までの人、特別支援学校の高等部在学中の人を含
む）で満20歳未満の人
※交通遺児となった後に養子縁組した人、もしくは父または母が再婚し、生計をともにすることとなった人は除きます。

【支給額（１人当たり）】
　乳幼児および小学生　20,000円、中学生　25,000円、高校生など　30,000円

【申込期限】
　５月２日（金）まで

建設課　☎32-5081

８時30分
出発

９時40分
現地到着

9時45分
スタート

12時15分
昼食

14時15分
出発

15時30分
総合体育館到着

12時
ぎふ清流里山公園へ出発

募集種目
自衛官候補生
（中途採用含）

18歳以上
33歳未満の人

年間を通じて行っています。
詳細はお問い合わせください。 受付時にお知らせします。

一般曹候補生
（中途採用含） ３月１日（土）～５月７日（水）

○１次試験
５月 17日（土）～ 25日（日）のうち１日
１次合格発表：６月５日（木）
○２次試験
６月 14日（土）～ 29日（日）のうち１日
○最終合格発表
７月 31日（木）

受験資格 受付期間 試験期日

※受験資格の年齢で 32歳の人は、採用予定月の末日現在 33歳に達していない人となります。
※令和８年３月高等学校卒業予定者の採用試験は、令和７年９月に行います。
※やむを得ない事情で日付が変更される場合があります。
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上
や
す
子

（
老
い
た
な
爺
）
と
脇
か
ら
声
は
し
た
れ
ど
も
安
楽
死
す
る
に
は
早
い
　
　
　
河
村
紀
年

病
む
妻
に
代
わ
り
て
初
の
針
仕
事
も
た
る
る
椅
子
に
我
を
見
る
君
　
　
　
　
　
　
山
本
重
孝

夫
と
も
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
異
常
な
し
心
明
る
く
寄
り
添
い
生
き
る
　
　
　
　
　
清
水
康
子

新
玉
も
変
わ
ら
ぬ
今
日
と
思
い
し
が
柏
手
清
し
宮
に
て
新
た
に
　
　
　
　
　
　
大
橋
二
美

東
山
飛
び
ぬ
け
た
る
や
春
い
色
白
馬
天
空
空
わ
た
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
義
秋

短
歌
を
一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
大
橋
正
典
　
☎
０
９
０

－

１
４
１
５

－

２
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８
７

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
も
っ
て
い
る
、
人
間
と

し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
上
で
の
基

本
的
な
権
利
で
す
。
私
た
ち
は
、
幸

せ
に
暮
ら
す
た
め
に
様
々
な
願
い
を

も
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
私
た
ち
は
自
分
の
人
権
を
大
切

に
す
る
と
同
時
に
、
他
者
の
人
権
を

大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
互
い
の
存
在
を
大
切
に
し
合

う
こ
と
で
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
誰
も
が
幸
せ

に
生
活
し
て
い
く
た
め
に“

小
さ
な

心
遣
い”

を
テ
ー
マ
に
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
仕
事
に
行
く
前
の
朝
の
時

間
に
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
朝
の
時
間
帯
は
、
忙
し
そ
う
な

様
子
で
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
出
入
り

す
る
と
き
に
、
入
り
口
で
す
れ
違
っ

た
人
が
ド
ア
を
押
さ
え
て
入
り
や
す

く
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ド
ア
を
押
さ
え
て
も
ら
っ
た
瞬

間
、
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
心

が
温
か
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。私
は
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
出
る
と
き
、

利
用
す
る
人
が
入
り
や
す
い
よ
う
に

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
ド
ア
を

押
さ
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
自

分
と
同
じ
よ
う
に
忙
し
い
中
、
気

遣
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
嬉
し
さ
か

ら
の
行
動
で
す
。
こ
の
誰
か
の
小
さ

な
心
遣
い
が
、
自
分
自
身
の
心
を
温

か
く
し
、
そ
の
温
か
さ
を
別
の
誰
か

に
つ
な
い
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
道
徳
の
教
科
書
で
は
「
命

の
お
に
ぎ
り
」
と
い
う
題
材
と
し
て

２
０
１
４
年
２
月
に
福
島
市
で
起

こ
っ
た
記
録
的
な
大
雪
の
影
響
で
立

ち
往
生
し
て
い
る
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
教
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
、
仮
設
住
宅
で
暮

ら
し
て
い
た
福
島
県
飯
館
村
の
住
民

が
大
雪
の
た
め
立
ち
往
生
し
て
い
る

車
の
列
に
気
付
き
ま
す
。
そ
し
て
、

震
災
の
支
援
物
資
と
し
て
届
け
ら
れ

て
い
た
お
米
と
持
ち
寄
っ
た
具
材
で

お
に
ぎ
り
を
作
り
、
止
ま
っ
て
い
る

車
の
運
転
手
に
手
渡
し
た
と
い
う
内

容
で
す
。
こ
の
教
材
の
最
後
に
は
、

「
お
に
ぎ
り
を
も
ら
っ
た
運
転
手
が

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
住
民
が
、『
私
た
ち
は
、
震
災
か

ら
こ
れ
ま
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多

く
の
人
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
恩
返
し
が
で
き
た
よ
う
で

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
明
日
か
ら
が

ん
ば
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。
私
た
ち

に
と
っ
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。』

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
新
聞
記
事
を
見

た
広
島
の
人
々
が
、
こ
の
話
を
も
と

に
紙
芝
居
を
作
り
、
全
国
各
地
で
上

映
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
締
め
く
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
相

手
の
気
持
ち
を
推
し
は
か
り
、
思
い

や
る
心
が
受
け
取
る
側
の
温
か
い
気

持
ち
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
と
い
う
行

動
で
す
。
他
者
を
気
に
か
け
る
言
葉

や
行
動
は
、“

あ
り
が
と
う
の
一
雫

（
ひ
と
し
ず
く
）”

と
な
り
ま
す
。

　
思
い
返
し
て
み
る
と
、
私
の
嬉
し

さ
か
ら
の
行
動
も
、「
す
れ
違
っ
た

だ
け
か
も
し
れ
な
い
誰
か
が
自
分
に

対
し
て
配
慮
し
て
く
れ
た
」
と
い

う“

あ
り
が
と
う
の
一
雫”

が
他
者

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

「
命
の
お
に
ぎ
り
」
で
の
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
あ
る
よ
う
に
、
誰
か
に
助

け
て
も
ら
っ
た
と
い
う“

あ
り
が
と

う
の
一
雫”

は
、
他
者
だ
け
で
は
な

く
、「
次
は
、
自
分
が
周
り
の
人
を

助
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
育
ん

小
さ
な
心
遣
い

心
遣
い
の
連
鎖

小さな心遣いが
生む幸せ

で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
身
の
喜
び

や
充
実
感
と
な
り
、
自
分
自
身
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
う

し
た“

心
遣
い
の
連
鎖”

は
、
私
た

ち
が
送
る
日
常
生
活
を
送
る
上
で
心

の
安
定
を
生
み
、
安
心
で
き
る
土
台

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
権
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮
べ
る

と
、
大
き
な
制
度
や
運
動
な
ど
少
し

難
し
く
考
え
て
し
ま
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
は

他
者
を
思
う“

心
遣
い
の
連
鎖”

が

社
会
全
体
に
安
心
と
い
う
土
台
を
形

づ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
安
心

の
土
台
が
家
庭
や
地
域
の
中
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
権
が
自
然

と
守
ら
れ
る
社
会
が
実
現
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
相
手
の
立
場

に
立
っ
た“

あ
り
が
と
う
の
一
雫”

は
、
新
た
な
思
い
や
り
を
生
み
、
ま

た
誰
か
の
心
を
温
か
く
す
る“

心
遣

い
の
連
鎖”

と
な
り
、
社
会
全
体
の

“

幸
せ”

と
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。

あ
な
た
の
そ
の
小
さ
な
心
遣
い
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
誰
か
の“

幸
せ”

は
あ
な
た
の“

幸
せ”

に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
。

第41回養老町芸能大会の開催について

電柱や鉄塔にカラスの巣を発見したらご連絡ください
養老町芸能協会　会長　高木　☎34-1932

中部電力パワーグリッド(株)　☎0120-924-517

岐阜地方法務局大垣支局　☎78-3347

大垣税務署　☎78-4101

日時：４月 29日（火・祝）９時～ 13時 30分
場所：町民会館
※入場無料、申込不要です。

民俗芸能演目
　第 41回特別企画：雅楽、落語、太鼓
　通 年 演 目 ：琴、民謡、三味線、詩吟、剣舞、扇舞、大正琴、舞踊、養老薩摩義士踊り、オカリナ、ギター
　特 別 出 演 ：池辺こども園
　友 情 出 演 ：海津市　シャル・ウィ・ダンス
主催：養老町芸能協会
後援：養老町教育委員会、養老町

　カラスは２月頃より営巣活動を開始しています。カラスの巣が原因で停電が発生する事がありますので、発見した際にはチャッ
トまたは電話にてご連絡ください。

○針金などの金属類で作られた巣は特に停電の原因となりやすいため、使用していない鉄製のハンガーは
放置されないようお願いします。

○地上から２ｍ程度の位置にある中電マークの番号札 (電柱番号 )を確認していただけると、場所の特定
が容易となります。

○『カラスの巣確認済』テープ（黄色のテープ）が巻いてある電柱は、既に状況を確認しておりますので
連絡は不要です。

　令和６年４月から、相続登記が義
務化されています。
　相続したことを知った日から３年
以内に登記を！
　詳しくは『かならず相続登記』で
検索できます。

　毎年４月は 20歳未満飲酒防止強調月間です。令和４
年４月に民法の成年年齢は 18歳に引き下げられました
が、お酒に関する年齢制限は 20歳のまま維持されてい
ます。20 歳未満の人の飲酒は法律で禁止されています。

岐阜地方法務局大垣支局からのお知らせ

税務署からのお知らせ

あ
り
が
と
う
の
一
雫
が
生
む
幸
せ

「停電情報お知らせサービス」のチャット機能から通報できます。
※通報には巣の写真や電柱番号、おおよその住所が必要となります。
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シリーズ みんなで考えよう。
人が人らしくいきるために…人権



町
民
文
芸

町
民
文
芸

◆
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

泣
き
笑
い
六
十
年
二
人
連
れ
願
う
健
康
寄
り
添
い
生
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
正
典

寒
く
な
り
嫁
の
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る
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の
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玄
関
に
入
り
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ン
は
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盛
り
　
　
　
　
　
村
上
や
す
子

（
老
い
た
な
爺
）
と
脇
か
ら
声
は
し
た
れ
ど
も
安
楽
死
す
る
に
は
早
い
　
　
　
河
村
紀
年

病
む
妻
に
代
わ
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て
初
の
針
仕
事
も
た
る
る
椅
子
に
我
を
見
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君
　
　
　
　
　
　
山
本
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孝

夫
と
も
に
健
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チ
ェ
ッ
ク
異
常
な
し
心
明
る
く
寄
り
添
い
生
き
る
　
　
　
　
　
清
水
康
子

新
玉
も
変
わ
ら
ぬ
今
日
と
思
い
し
が
柏
手
清
し
宮
に
て
新
た
に
　
　
　
　
　
　
大
橋
二
美

東
山
飛
び
ぬ
け
た
る
や
春
い
色
白
馬
天
空
空
わ
た
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
義
秋

短
歌
を
一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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人
権
と
は
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
も
っ
て
い
る
、
人
間
と

し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
上
で
の
基

本
的
な
権
利
で
す
。
私
た
ち
は
、
幸

せ
に
暮
ら
す
た
め
に
様
々
な
願
い
を

も
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
私
た
ち
は
自
分
の
人
権
を
大
切

に
す
る
と
同
時
に
、
他
者
の
人
権
を

大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
互
い
の
存
在
を
大
切
に
し
合

う
こ
と
で
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
誰
も
が
幸
せ

に
生
活
し
て
い
く
た
め
に“

小
さ
な

心
遣
い”

を
テ
ー
マ
に
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
仕
事
に
行
く
前
の
朝
の
時

間
に
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
朝
の
時
間
帯
は
、
忙
し
そ
う
な

様
子
で
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
出
入
り

す
る
と
き
に
、
入
り
口
で
す
れ
違
っ

た
人
が
ド
ア
を
押
さ
え
て
入
り
や
す

く
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ド
ア
を
押
さ
え
て
も
ら
っ
た
瞬

間
、
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
心

が
温
か
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。私
は
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
出
る
と
き
、

利
用
す
る
人
が
入
り
や
す
い
よ
う
に

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
ド
ア
を

押
さ
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
自

分
と
同
じ
よ
う
に
忙
し
い
中
、
気

遣
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
嬉
し
さ
か

ら
の
行
動
で
す
。
こ
の
誰
か
の
小
さ

な
心
遣
い
が
、
自
分
自
身
の
心
を
温

か
く
し
、
そ
の
温
か
さ
を
別
の
誰
か

に
つ
な
い
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
道
徳
の
教
科
書
で
は
「
命

の
お
に
ぎ
り
」
と
い
う
題
材
と
し
て

２
０
１
４
年
２
月
に
福
島
市
で
起

こ
っ
た
記
録
的
な
大
雪
の
影
響
で
立

ち
往
生
し
て
い
る
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
教
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
、
仮
設
住
宅
で
暮

ら
し
て
い
た
福
島
県
飯
館
村
の
住
民

が
大
雪
の
た
め
立
ち
往
生
し
て
い
る

車
の
列
に
気
付
き
ま
す
。
そ
し
て
、

震
災
の
支
援
物
資
と
し
て
届
け
ら
れ

て
い
た
お
米
と
持
ち
寄
っ
た
具
材
で

お
に
ぎ
り
を
作
り
、
止
ま
っ
て
い
る

車
の
運
転
手
に
手
渡
し
た
と
い
う
内

容
で
す
。
こ
の
教
材
の
最
後
に
は
、

「
お
に
ぎ
り
を
も
ら
っ
た
運
転
手
が

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
住
民
が
、『
私
た
ち
は
、
震
災
か

ら
こ
れ
ま
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多

く
の
人
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
恩
返
し
が
で
き
た
よ
う
で

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
明
日
か
ら
が

ん
ば
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。
私
た
ち

に
と
っ
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。』

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
新
聞
記
事
を
見

た
広
島
の
人
々
が
、
こ
の
話
を
も
と

に
紙
芝
居
を
作
り
、
全
国
各
地
で
上

映
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
締
め
く
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
相

手
の
気
持
ち
を
推
し
は
か
り
、
思
い

や
る
心
が
受
け
取
る
側
の
温
か
い
気

持
ち
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
と
い
う
行

動
で
す
。
他
者
を
気
に
か
け
る
言
葉

や
行
動
は
、“

あ
り
が
と
う
の
一
雫

（
ひ
と
し
ず
く
）”

と
な
り
ま
す
。

　
思
い
返
し
て
み
る
と
、
私
の
嬉
し

さ
か
ら
の
行
動
も
、「
す
れ
違
っ
た

だ
け
か
も
し
れ
な
い
誰
か
が
自
分
に

対
し
て
配
慮
し
て
く
れ
た
」
と
い

う“

あ
り
が
と
う
の
一
雫”

が
他
者

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

「
命
の
お
に
ぎ
り
」
で
の
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
あ
る
よ
う
に
、
誰
か
に
助

け
て
も
ら
っ
た
と
い
う“

あ
り
が
と

う
の
一
雫”

は
、
他
者
だ
け
で
は
な

く
、「
次
は
、
自
分
が
周
り
の
人
を

助
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
育
ん

小
さ
な
心
遣
い

心
遣
い
の
連
鎖

小さな心遣いが
生む幸せ

で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
身
の
喜
び

や
充
実
感
と
な
り
、
自
分
自
身
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
う

し
た“

心
遣
い
の
連
鎖”

は
、
私
た

ち
が
送
る
日
常
生
活
を
送
る
上
で
心

の
安
定
を
生
み
、
安
心
で
き
る
土
台

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
権
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮
べ
る

と
、
大
き
な
制
度
や
運
動
な
ど
少
し

難
し
く
考
え
て
し
ま
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
は

他
者
を
思
う“

心
遣
い
の
連
鎖”

が

社
会
全
体
に
安
心
と
い
う
土
台
を
形

づ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
安
心

の
土
台
が
家
庭
や
地
域
の
中
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
権
が
自
然

と
守
ら
れ
る
社
会
が
実
現
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
相
手
の
立
場

に
立
っ
た“

あ
り
が
と
う
の
一
雫”

は
、
新
た
な
思
い
や
り
を
生
み
、
ま

た
誰
か
の
心
を
温
か
く
す
る“

心
遣

い
の
連
鎖”

と
な
り
、
社
会
全
体
の

“

幸
せ”

と
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。

あ
な
た
の
そ
の
小
さ
な
心
遣
い
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
誰
か
の“

幸
せ”

は
あ
な
た
の“

幸
せ”

に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
。

第41回養老町芸能大会の開催について

電柱や鉄塔にカラスの巣を発見したらご連絡ください
養老町芸能協会　会長　高木　☎34-1932

中部電力パワーグリッド(株)　☎0120-924-517

岐阜地方法務局大垣支局　☎78-3347

大垣税務署　☎78-4101

日時：４月 29日（火・祝）９時～ 13時 30分
場所：町民会館
※入場無料、申込不要です。

民俗芸能演目
　第 41回特別企画：雅楽、落語、太鼓
　通 年 演 目 ：琴、民謡、三味線、詩吟、剣舞、扇舞、大正琴、舞踊、養老薩摩義士踊り、オカリナ、ギター
　特 別 出 演 ：池辺こども園
　友 情 出 演 ：海津市　シャル・ウィ・ダンス
主催：養老町芸能協会
後援：養老町教育委員会、養老町

　カラスは２月頃より営巣活動を開始しています。カラスの巣が原因で停電が発生する事がありますので、発見した際にはチャッ
トまたは電話にてご連絡ください。

○針金などの金属類で作られた巣は特に停電の原因となりやすいため、使用していない鉄製のハンガーは
放置されないようお願いします。

○地上から２ｍ程度の位置にある中電マークの番号札 (電柱番号 )を確認していただけると、場所の特定
が容易となります。

○『カラスの巣確認済』テープ（黄色のテープ）が巻いてある電柱は、既に状況を確認しておりますので
連絡は不要です。

　令和６年４月から、相続登記が義
務化されています。
　相続したことを知った日から３年
以内に登記を！
　詳しくは『かならず相続登記』で
検索できます。

　毎年４月は 20歳未満飲酒防止強調月間です。令和４
年４月に民法の成年年齢は 18歳に引き下げられました
が、お酒に関する年齢制限は 20歳のまま維持されてい
ます。20 歳未満の人の飲酒は法律で禁止されています。

岐阜地方法務局大垣支局からのお知らせ

税務署からのお知らせ

あ
り
が
と
う
の
一
雫
が
生
む
幸
せ

「停電情報お知らせサービス」のチャット機能から通報できます。
※通報には巣の写真や電柱番号、おおよその住所が必要となります。
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シリーズ みんなで考えよう。
人が人らしくいきるために…人権



内科・消化器内科・小児科 耳鼻いんこう科

8:45～11:30まで受付
１５：００～1８：０0まで受付
※2025年４月1日から

耳鼻いんこう科の診療日が変わりました。

月・火・木・金・土

月

火・金・土

火・土午後診

午前診

夕診
15:00～18:00まで受付
16:30～18:00まで受付
13:30～15:00まで受付
8:45～11:30まで受付

小児科内科 消化器内科 耳鼻いんこう科鎮静下の内視鏡検査(胃カメラ）可眠った状態で受けられます

養老町飯ノ木337ｰ1養老町オンデマンドバス
バス停 養西診療所

養老ICから
車で５分

養老駅から
車で10分

月・火・木・金・土
午前診

午後診

よう せい

女性医師

　
３
月
１
日
（
土
）
か
ら
７
日
（
金
）

ま
で
の
１
週
間
は
「
守
り
た
い
　
未
来

が
あ
る
か
ら
　
火
の
用
心
」
を
防
火
標

語
と
し
て
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
消
防
職
員
が
町
内
の
こ
ど

も
園
・
保
育
園
を
消
防
車
で
訪
問
し
ま

し
た
。
園
児
た
ち
に
消
防
車
へ
の
乗
車

や
防
火
衣
の
着
装
、
放
水
な
ど
の
体
験

を
し
て
も
ら
い
、
最
後
に
は
「
火
遊
び

は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」
と
大
き
な
声
で

消
防
職
員
と
約
束
し
ま
し
た
。

　「
あ
え
」
と
は
、
能
登
半
島
で“

お

も
て
な
し”

の
こ
と
。
加
藤
シ
ゲ
ア
キ

「
そ
こ
を
み
あ
げ
る
」、荒
木
あ
か
ね「
天

使
の
足
跡
」、今
村
翔
吾「
夢
見
の
太
郎
」

な
ど
、
10
人
の
作
家
が
小
説
で
お
も
て

な
し
す
る
、
能
登
半
島
応
援
企
画
。

　「
教
練
は
つ
ら
い
よ
」「
パ
ン
テ
ィ
ー

泥
棒
、侵
入
」「
刑
事
人
生
最
大
の
事
件
」

「
上
司
ガ
チ
ャ
の
悲
劇
」…

。
20
年
に

及
ぶ
警
察
官
生
活
で
体
験
し
た
、
警
察

小
説
が
描
か
な
い
警
察
官
の
実
情
と
悲

哀
を
つ
づ
る
。

　
米
粉
、
天
然
甘
味
料
、
粉
寒
天
、
き

な
粉
、
ご
ま
、
豆
腐
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

米
油
な
ど
の
体
に
や
さ
し
い
食
材
を
使

っ
た
、
お
い
し
く
て
ヘ
ル
シ
ー
な
お
菓

子
の
レ
シ
ピ
集
。

　
中
学
２
年
生
の
き
ま
ま
男
子
・
京
座

木
光
也
が
、
市
議
会
議
員
の
伯
父
の
影

響
で
、
生
徒
会
長
に
立
候
補
す
る
こ
と

を
決
意
。
選
挙
を
勝
ち
抜
く
た
め
「
リ

ー
ダ
ー
」
の
研
究
を
は
じ
め
る
が…

。

　
家
族
を
失
っ
た
眞
夏
は
、
京
都
の
小

さ
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
風
待
荘
」
で
、

し
ば
ら
く
オ
ー
ナ
ー
の
仕
事
を
手
伝
う

こ
と
に
な
っ
た
。
泣
き
た
い
毎
日
を
変

え
る
き
っ
か
け
を
く
れ
た
の
は
、
料
理

だ
っ
た…

。

　
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

す
る
金
本
篤
は
、
売
れ
残
っ
た
ト
カ
ゲ

を
店
長
に
譲
っ
て
く
れ
と
頼
む
。
提
示

さ
れ
た
金
額
は
あ
ま
り
に
高
額
で
、「
あ

る
男
」
を
強
請
っ
て
金
を
得
よ
う
と
す

る
が…

。

　
ヒ
ュ
ー
ド
ロ・タ
ウ
ン
３
丁
目
の「
よ

う
か
い
チ
ビ
ッ
コ
え
ん
」
に
や
っ
て
く

る
元
気
な
妖
怪
の
子
ど
も
た
ち
。
み
ん

な
で
お
部
屋
あ
そ
び
を
し
た
り
、
お
さ

ん
ぽ
に
出
か
け
た
り…

。
妖
怪
チ
ビ
ッ

コ
た
ち
の
一
日
を
描
い
た
、
楽
し
い
絵

本
。

　
ね
み
ち
ゃ
ん
が
、
お
や
つ
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
ぞ
う
さ
ん
は
、
大
き
い
か
ら
大
き
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」 

さ
て
、
ね
ず
み
く
ん

に
は…

？
お
や
つ
の
時
間
の
お
は
な
し
。

　
体
の
こ
と
に
親
の
こ
と
、
仕
事
の
こ

と
に
友
人
の
こ
と…

。
中
年
の
毎
日
に

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
今
日
も
な

ん
と
か
生
き
て
い
く
の
だ
！
大
人
を
励

ま
す
、
ご
ほ
う
び
エ
ッ
セ
イ
。

BOOKSBOOKS
ブックス

町図書館 ☎33-0215町図書館 ☎33-0215

４月

休館日 ４月７日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）
30日（水）

お
す
す
め
の
本

「
風
待
荘
へ
よ
う
こ
そ
」

近
藤 

史
恵
／
著
　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
Ｎ
の
逸
脱
」

夏
木 

志
朋
／
著
　
ポ
プ
ラ
社

「
警
察
官
の
こ
の
こ
日
記
」

安
沼 

保
夫
／
著
　
三
五
館
シ
ン
シ
ャ

「
や
な
や
つ
改
造
計
画
」

吉
野 

万
理
子
／
著
　
あ
す
な
ろ
書
房

「
ま
い
に
ち
食
べ
た
い

　
　
　 

体
に
や
さ
し
い
お
菓
子
」

中
村 

り
え
／
著
　
宝
島
社

「
こ
こ
は
、よ
う
か
い
チ
ビ
ッ
コ
え
ん
」

富
安 

陽
子
／
文
　
福
音
館
書
店

「
ね
ず
み
く
ん
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

な
か
え 

よ
し
を
／
作
　
ポ
プ
ラ
社

「
へ
こ
た
れ
て
な
ん
か
い
ら
れ
な
い
」

ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー
／
著
　
福
中
央
公
論
新
社

「
あ
え
の
が
た
り
」

加
藤 

シ
ゲ
ア
キ
／
著
　
講
談
社

○
消
防
団
入
退
団
式
・
新
入
団
員
　
講
習
会

　
期
日
　
４
月
６
日
（
日
）

　
場
所
　
町
総
合
体
育
館

○
郡
消
防
操
法
競
練
会

　
期
日
　
６
月
中
旬

　
場
所
　
町
中
央
公
民
館
駐
車
場

○
県
消
防
操
法
大
会

　
期
日
　
10
月
26
日
（
日
）

　
場
所
　
岐
阜
県
消
防
学
校

○
郡
消
防
協
会
機
動
演
習
・
講
習
会

　
期
日
　
11
月
中
旬

　
場
所
　
町
内

○
消
防
団
年
末
夜
警

　
期
日
　
12
月
29
日（
月
）・30
日（
火
）

　
場
所
　
町
内

○
町
消
防
出
初
式

　
期
日
　
令
和
８
年
１
月
11
日
（
日
）

　
場
所
　
町
中
央
公
民
館

令
和
７
年
度

町
消
防
団
の
主
な
行
事
予
定

園
児
と
約
束

「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」

消防消防
だよりだより

チキンパエリア〈主食・主菜〉

　作るのが難しいと思われがちなパエリアですが、家庭にある
調味料と鶏肉を使い、フライパンで、簡単においしくできま
す。彩りのよいパプリカを使うことで華やかになり、ケチャッ
プで味付けするため、子どもにもおすすめです。フライパンの
代わりにホットプレートでも作ることができますよ。

材料（４人分）
鶏もも肉・・・・・・・・・・・・・
塩・こしょう・・・・・・・・・・・
ブロックベーコン・・・・・・・・・・
赤パプリカ・・・・・・・・・・・・
黄パプリカ・・・・・・・・・・・・
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・
にんにく・・・・・・・・・・・・・
ピーマン・・・・・・・・・・・・・・
コンソメ・・・・・・・・・・・・・・
しょうゆ・・・・・・・・・・・・
ケチャップ・・・・・・・・・・・
湯・・・・・・・・・・・・・・・
オリーブ油・・・・・・・・・・・
米・・・・・・・・・・・・・・・
酒・・・・・・・・・・・・・・・ 
レモン・・・・・・・・・・・・・・
パセリ・・・・・・・・・・・・・・・

200g
各少々
40g
1/2個
1/2個
1/2個
１かけ
１個
１個

小さじ１
小さじ１
300ml
大さじ２
１.５合
大さじ２
1/4個
適宜

①　米は洗ってざるにあげておく。
②　鶏肉はひと口大に切り、塩、こしょうをする。ベーコ
ン、パプリカは１㎝幅の棒状に、玉ねぎ、にんにく、
ピーマンはみじん切りにする。

③　Aを混ぜ合わせておく。
④　フライパンにオリーブ油小さじ１を熱し、鶏肉とベー
コンを入れ、焼き目がついたら取り出す。続いてパプ
リカも同様に焼き色をつけ、取り出す。

⑤　④のフライパンが冷めたら、残りのオリーブ油とにん
にくを入れて弱火にかけ、香りがでてきたら、玉ねぎ、
ピーマンを入れる。しんなりしたら、米を入れて透き
通るまで炒め、酒を加えてさらに炒める。

⑥　③を加え、弱火で混ぜながら煮詰める。５～６分煮て
水分が減り、底が見えるようになったら火を止め、④
をのせる。

⑦　ふたをして15～20分弱火にかけ、火を止めて10分蒸
らす。

⑧　器に盛り、いちょう切りに切ったレモンと刻みパセリ
をかける。

たんぱく質
13.4g

脂質
10.1g

カルシウム
14㎎

食塩相当量
1.7g

野菜摂取量
56.3g

エネルギー
339kcal

●１人分栄養量

作り方

A

●
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会

を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
６
日
（
火
）
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
向
け
の
お
は
な
し
会

　
大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
ふ

き
の
と
う
」
に
よ
る
大
人
向
け
の
読
み

聞
か
せ
で
す
。

日
時
　
４
月
17
日
（
木
）
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
読
み
聞
か
せ

　
毎
月
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。

た
ね
ど
ん
ど
ん
：
第
１
・
２
・
４
土
曜
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
：
第
３
土
曜
日

お
は
な
し
て
ま
り
：
第
２
日
曜
日

各
読
み
聞
か
せ
は
14
時
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
コ
ッ
ト
ン
バ
ッ
グ
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
　
４
月
５
日
（
土
）
14
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階

指
導
　
児
童
館
職
員

参
加
費
　
無
料

行
事
・
お
知
ら
せ
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内科・消化器内科・小児科 耳鼻いんこう科

8:45～11:30まで受付
１５：００～1８：０0まで受付
※2025年４月1日から

耳鼻いんこう科の診療日が変わりました。

月・火・木・金・土

月

火・金・土

火・土午後診

午前診

夕診
15:00～18:00まで受付
16:30～18:00まで受付
13:30～15:00まで受付
8:45～11:30まで受付

小児科内科 消化器内科 耳鼻いんこう科鎮静下の内視鏡検査(胃カメラ）可眠った状態で受けられます

養老町飯ノ木337ｰ1養老町オンデマンドバス
バス停 養西診療所

養老ICから
車で５分

養老駅から
車で10分

月・火・木・金・土
午前診

午後診

よう せい

女性医師

　
３
月
１
日
（
土
）
か
ら
７
日
（
金
）

ま
で
の
１
週
間
は
「
守
り
た
い
　
未
来

が
あ
る
か
ら
　
火
の
用
心
」
を
防
火
標

語
と
し
て
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
消
防
職
員
が
町
内
の
こ
ど

も
園
・
保
育
園
を
消
防
車
で
訪
問
し
ま

し
た
。
園
児
た
ち
に
消
防
車
へ
の
乗
車

や
防
火
衣
の
着
装
、
放
水
な
ど
の
体
験

を
し
て
も
ら
い
、
最
後
に
は
「
火
遊
び

は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」
と
大
き
な
声
で

消
防
職
員
と
約
束
し
ま
し
た
。

　「
あ
え
」
と
は
、
能
登
半
島
で“

お

も
て
な
し”

の
こ
と
。
加
藤
シ
ゲ
ア
キ

「
そ
こ
を
み
あ
げ
る
」、荒
木
あ
か
ね「
天

使
の
足
跡
」、今
村
翔
吾「
夢
見
の
太
郎
」

な
ど
、
10
人
の
作
家
が
小
説
で
お
も
て

な
し
す
る
、
能
登
半
島
応
援
企
画
。

　「
教
練
は
つ
ら
い
よ
」「
パ
ン
テ
ィ
ー

泥
棒
、侵
入
」「
刑
事
人
生
最
大
の
事
件
」

「
上
司
ガ
チ
ャ
の
悲
劇
」…

。
20
年
に

及
ぶ
警
察
官
生
活
で
体
験
し
た
、
警
察

小
説
が
描
か
な
い
警
察
官
の
実
情
と
悲

哀
を
つ
づ
る
。

　
米
粉
、
天
然
甘
味
料
、
粉
寒
天
、
き

な
粉
、
ご
ま
、
豆
腐
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

米
油
な
ど
の
体
に
や
さ
し
い
食
材
を
使

っ
た
、
お
い
し
く
て
ヘ
ル
シ
ー
な
お
菓

子
の
レ
シ
ピ
集
。

　
中
学
２
年
生
の
き
ま
ま
男
子
・
京
座

木
光
也
が
、
市
議
会
議
員
の
伯
父
の
影

響
で
、
生
徒
会
長
に
立
候
補
す
る
こ
と

を
決
意
。
選
挙
を
勝
ち
抜
く
た
め
「
リ

ー
ダ
ー
」
の
研
究
を
は
じ
め
る
が…

。

　
家
族
を
失
っ
た
眞
夏
は
、
京
都
の
小

さ
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
風
待
荘
」
で
、

し
ば
ら
く
オ
ー
ナ
ー
の
仕
事
を
手
伝
う

こ
と
に
な
っ
た
。
泣
き
た
い
毎
日
を
変

え
る
き
っ
か
け
を
く
れ
た
の
は
、
料
理

だ
っ
た…

。

　
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

す
る
金
本
篤
は
、
売
れ
残
っ
た
ト
カ
ゲ

を
店
長
に
譲
っ
て
く
れ
と
頼
む
。
提
示

さ
れ
た
金
額
は
あ
ま
り
に
高
額
で
、「
あ

る
男
」
を
強
請
っ
て
金
を
得
よ
う
と
す

る
が…

。

　
ヒ
ュ
ー
ド
ロ・タ
ウ
ン
３
丁
目
の「
よ

う
か
い
チ
ビ
ッ
コ
え
ん
」
に
や
っ
て
く

る
元
気
な
妖
怪
の
子
ど
も
た
ち
。
み
ん

な
で
お
部
屋
あ
そ
び
を
し
た
り
、
お
さ

ん
ぽ
に
出
か
け
た
り…

。
妖
怪
チ
ビ
ッ

コ
た
ち
の
一
日
を
描
い
た
、
楽
し
い
絵

本
。

　
ね
み
ち
ゃ
ん
が
、
お
や
つ
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
ぞ
う
さ
ん
は
、
大
き
い
か
ら
大
き
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」 

さ
て
、
ね
ず
み
く
ん

に
は…

？
お
や
つ
の
時
間
の
お
は
な
し
。

　
体
の
こ
と
に
親
の
こ
と
、
仕
事
の
こ

と
に
友
人
の
こ
と…

。
中
年
の
毎
日
に

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
今
日
も
な

ん
と
か
生
き
て
い
く
の
だ
！
大
人
を
励

ま
す
、
ご
ほ
う
び
エ
ッ
セ
イ
。

BOOKSBOOKS
ブックス

町図書館 ☎33-0215町図書館 ☎33-0215

４月

休館日 ４月７日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）
30日（水）

お
す
す
め
の
本

「
風
待
荘
へ
よ
う
こ
そ
」

近
藤 

史
恵
／
著
　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
Ｎ
の
逸
脱
」

夏
木 

志
朋
／
著
　
ポ
プ
ラ
社

「
警
察
官
の
こ
の
こ
日
記
」

安
沼 

保
夫
／
著
　
三
五
館
シ
ン
シ
ャ

「
や
な
や
つ
改
造
計
画
」

吉
野 

万
理
子
／
著
　
あ
す
な
ろ
書
房

「
ま
い
に
ち
食
べ
た
い

　
　
　 

体
に
や
さ
し
い
お
菓
子
」

中
村 

り
え
／
著
　
宝
島
社

「
こ
こ
は
、よ
う
か
い
チ
ビ
ッ
コ
え
ん
」

富
安 

陽
子
／
文
　
福
音
館
書
店

「
ね
ず
み
く
ん
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

な
か
え 

よ
し
を
／
作
　
ポ
プ
ラ
社

「
へ
こ
た
れ
て
な
ん
か
い
ら
れ
な
い
」

ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー
／
著
　
福
中
央
公
論
新
社

「
あ
え
の
が
た
り
」

加
藤 

シ
ゲ
ア
キ
／
著
　
講
談
社

○
消
防
団
入
退
団
式
・
新
入
団
員
　
講
習
会

　
期
日
　
４
月
６
日
（
日
）

　
場
所
　
町
総
合
体
育
館

○
郡
消
防
操
法
競
練
会

　
期
日
　
６
月
中
旬

　
場
所
　
町
中
央
公
民
館
駐
車
場

○
県
消
防
操
法
大
会

　
期
日
　
10
月
26
日
（
日
）

　
場
所
　
岐
阜
県
消
防
学
校

○
郡
消
防
協
会
機
動
演
習
・
講
習
会

　
期
日
　
11
月
中
旬

　
場
所
　
町
内

○
消
防
団
年
末
夜
警

　
期
日
　
12
月
29
日（
月
）・30
日（
火
）

　
場
所
　
町
内

○
町
消
防
出
初
式

　
期
日
　
令
和
８
年
１
月
11
日
（
日
）

　
場
所
　
町
中
央
公
民
館

令
和
７
年
度

町
消
防
団
の
主
な
行
事
予
定

園
児
と
約
束

「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」

消防消防
だよりだより

チキンパエリア〈主食・主菜〉

　作るのが難しいと思われがちなパエリアですが、家庭にある
調味料と鶏肉を使い、フライパンで、簡単においしくできま
す。彩りのよいパプリカを使うことで華やかになり、ケチャッ
プで味付けするため、子どもにもおすすめです。フライパンの
代わりにホットプレートでも作ることができますよ。

材料（４人分）
鶏もも肉・・・・・・・・・・・・・
塩・こしょう・・・・・・・・・・・
ブロックベーコン・・・・・・・・・・
赤パプリカ・・・・・・・・・・・・
黄パプリカ・・・・・・・・・・・・
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・
にんにく・・・・・・・・・・・・・
ピーマン・・・・・・・・・・・・・・
コンソメ・・・・・・・・・・・・・・
しょうゆ・・・・・・・・・・・・
ケチャップ・・・・・・・・・・・
湯・・・・・・・・・・・・・・・
オリーブ油・・・・・・・・・・・
米・・・・・・・・・・・・・・・
酒・・・・・・・・・・・・・・・ 
レモン・・・・・・・・・・・・・・
パセリ・・・・・・・・・・・・・・・

200g
各少々
40g
1/2個
1/2個
1/2個
１かけ
１個
１個

小さじ１
小さじ１
300ml
大さじ２
１.５合
大さじ２
1/4個
適宜

①　米は洗ってざるにあげておく。
②　鶏肉はひと口大に切り、塩、こしょうをする。ベーコ
ン、パプリカは１㎝幅の棒状に、玉ねぎ、にんにく、
ピーマンはみじん切りにする。

③　Aを混ぜ合わせておく。
④　フライパンにオリーブ油小さじ１を熱し、鶏肉とベー
コンを入れ、焼き目がついたら取り出す。続いてパプ
リカも同様に焼き色をつけ、取り出す。

⑤　④のフライパンが冷めたら、残りのオリーブ油とにん
にくを入れて弱火にかけ、香りがでてきたら、玉ねぎ、
ピーマンを入れる。しんなりしたら、米を入れて透き
通るまで炒め、酒を加えてさらに炒める。

⑥　③を加え、弱火で混ぜながら煮詰める。５～６分煮て
水分が減り、底が見えるようになったら火を止め、④
をのせる。

⑦　ふたをして15～20分弱火にかけ、火を止めて10分蒸
らす。

⑧　器に盛り、いちょう切りに切ったレモンと刻みパセリ
をかける。

たんぱく質
13.4g

脂質
10.1g

カルシウム
14㎎

食塩相当量
1.7g

野菜摂取量
56.3g

エネルギー
339kcal

●１人分栄養量

作り方

A

●
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会

を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
６
日
（
火
）
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
向
け
の
お
は
な
し
会

　
大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
ふ

き
の
と
う
」
に
よ
る
大
人
向
け
の
読
み

聞
か
せ
で
す
。

日
時
　
４
月
17
日
（
木
）
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
読
み
聞
か
せ

　
毎
月
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。

た
ね
ど
ん
ど
ん
：
第
１
・
２
・
４
土
曜
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
：
第
３
土
曜
日

お
は
な
し
て
ま
り
：
第
２
日
曜
日

各
読
み
聞
か
せ
は
14
時
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
コ
ッ
ト
ン
バ
ッ
グ
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
　
４
月
５
日
（
土
）
14
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階

指
導
　
児
童
館
職
員

参
加
費
　
無
料

行
事
・
お
知
ら
せ
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成人の相談・検診
区分 行事名 実施日 場　所 対　象 備　考

予防接種名 対　象 料　金 備　考

休日診療医療機関（４月６日～５月11日） 　

４月６日
（日）

半田眼科
☎32－0321

４月27日
（日）

５月３日（土）
　～６日（火）

野村内科
☎34－0017

４月20日
（日）

西美濃厚生病院
☎32－1161

西美濃厚生病院
☎32－1161

やまぐち内科クリニック
☎32－0008

西美濃厚生病院
☎32－1161

４月29日
（火）

大晃堂内科
☎32－0328

４月13日
（日）

５月11日
（日）

【診療時間】９時～16時30分　　　【持ち物】保険証、受診料　　　◆一部変更の場合があります。
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

○救急電話相談（24時間365日対応） 救急安心センターぎふ　

・携帯電話、プッシュ回線からは局番なしの ＃7119
・ダイヤル回線、IP電話などつながらない時は ☎058-216-0119
（※岐阜県内に居住または滞在している人に限ります）

　 夜間・休日の受診についての相談 ●

町保健センター

西美濃厚生病院
（婦人科）

西美濃厚生病院
（健診センター）

船戸クリニック

町内在住の人健康相談
相
　談

検
　
　診

【予約不要】
心身の悩みや健診結果、
食事などの相談

４月～７月生まれの人は
４月～７月受診、８月～
11月生まれの人は８月～
11月受診、12月～３月
生まれの人は 12月～令
和８年３月受診でご案内
します。

健康診査申込票で申し込
まれた人には、実施月の
２週間前に案内を送付し
ます。

上記以外で希望する人は、
実施前月 15日までに町
保健センターへ電話にて
お申し込みください。

20歳以上の女性
（前年度未受診者）

30歳以上の女性
（前年度未受診者）

子宮頸がん検診（医療機関）
●料金　　500 円
●検診内容　細胞診

乳がん検診（医療機関）
●料金･検査内容
・30～39歳　300円
　超音波検査
・40歳以上　　500円
　超音波検査･マンモグ
ラフィ

火・金曜日の午前

月・土曜日の午前
（土曜日は月に２回）

月～金曜日の午前、
隔週金曜日の午後

５月12日(月)
[受付時間] 10時～11時

※対象はすべて町内在住者（住民登録者）です。

15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書
②妊婦さん本人のマイナンバーカード（無い場合は通知カード、住民票の写しなど）
③妊婦さん本人の運転免許証またはパスポートなど
④妊婦さん本人の振込先金融機関口座のわかるもの（通帳・キャッシュカード）
⑤印鑑
⑥妊娠判定に要した受診費用の領収書および明細書（原本）
　※氏名、診察年月日、産科医療機関名が記載されたもの

※母子健康手帳交付時に「妊婦のための支援給付の申請書」、「妊娠判定に要した受診費用助成金申請書」などもお渡しします。
※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」、「産婦健康診査受診票」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合や必要な持ち物が準備できない場合は、事前にご連絡ください。

４月18日（金）

５月２日（金）

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
母子健康手帳の交付に必要な持ち物受付時間　日　時

13時20分～
14時

10時30分～
11時30分

13時～14時

令和６年12月１日～
令和７年１月15日生まれ

乳幼児の発達・発育に不安
や悩みをもつ人

令和４年３月１日～
　　　　４月30日生まれ

令和５年３月１日～
　　　　４月30日生まれ

令和５年９月１日～
　　　　10月31日生まれ

令和６年６月１日～
　　　　７月15日生まれ

該当者には２週間前までに通知
します。

乳 児 健 診

1 0 か 月 児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

育 児 相 談

パパママ教室
内容：出産後の育児についてなど

健
　診

教
室

相
談

【要予約】
母子健康手帳を持参してください。

実施時間
10時～11時

【申込期限】
５月２日（金）

令和６年12月・令和７年１月･２月
妊娠届出者

４月22日（火）

４月22日（火）
５月13日（火）

５月10日（土）

離乳食学級
内容：離乳食のすすめ方の話など

実施時間
10時～11時

【申込期限】
４月18日（金）離乳期乳児の保護者４月25日（金）

５月20日（火）

５月14日（水）

５月13日（火）

４月15日（火）

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対　　象 備　　考

満 65歳到達時に対象者には予診票を郵送します。65歳の人 4,000 円
（接種した医療機関で支払う）高齢者肺炎球菌

※接種時に 60歳以上 65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器に重い障がいがある人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に重い障がいのある人（身体
障害者手帳１級程度）は対象となります。接種を希望する人は身体障害者手帳を持って町保健センター窓口へお越しください。

高齢者の予防接種（接種場所：町内指定医療機関） 

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関など） ※予防接種は通年実施しています。
対　  　　　　象 予診票の配布方法予防接種名

出生月翌月末に郵送します。

※五種混合は四種混合・ヒブを接種して
　いない人が対象となります。

対象者に郵送しました。

乳児健診で配布します。
10か月児健診で配布します。

10か月児健診で配布します。
３歳児健診の案内に同封します。

満９歳到達時に郵送します。

対象者に郵送します。

中学１年生の女子に郵送します。

対象者に郵送します。
接種期限：令和８年３月31日

【ﾛﾀﾘｯｸｽ】出生６週０日後～24週０日後の人
【ﾛﾀﾃｯｸ】出生６週０日後～32週０日後の人
生後２カ月～60カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～60カ月未満の人

１歳未満の人

１歳未満の人

第１期：生後12カ月～24カ月未満の人
第２期：平成31年４月２日～令和２年４月１日
　　　　生まれの人
生後12カ月～36カ月未満の人
第１期：３歳～生後90カ月未満の人

第２期：９歳～13歳未満の人

11歳～13歳未満の人（小学６年生）

中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症

B 　 C 　 G

日 本 脳 炎

水 痘 （ 水 ぼ う そ う ）

四 　 種 　 混 　 合
ヒ 　 ブ

（第１・２期）
麻 し ん ・ 風 し ん

（ジフテリア・破傷風）

※１

※２

二 種 混 合

（子宮頸がん予防）
ヒトパピローマウイルス感染症

小 児 肺 炎 球 菌
Ｂ 型 肝 炎

五 種 混 合
（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ・ヒブ）

定期接種の対象年齢を超えて接種可能な人
※１＜日本脳炎予防接種＞
　　平成17年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない人は20歳になるまで接種できます。
※２＜ヒトパピローマウイルス感染症予防接種＞
　　平成９年４月２日～平成21年４月１日生まれで、令和４年４月１日～令和７年３月31日までに１回以上接種をした人で未完了の人は、令和８年３月31
日まで接種できます。
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成人の相談・検診
区分 行事名 実施日 場　所 対　象 備　考

予防接種名 対　象 料　金 備　考

休日診療医療機関（４月６日～５月11日） 　

４月６日
（日）

半田眼科
☎32－0321

４月27日
（日）

５月３日（土）
　～６日（火）

野村内科
☎34－0017

４月20日
（日）

西美濃厚生病院
☎32－1161

西美濃厚生病院
☎32－1161

やまぐち内科クリニック
☎32－0008

西美濃厚生病院
☎32－1161

４月29日
（火）

大晃堂内科
☎32－0328

４月13日
（日）

５月11日
（日）

【診療時間】９時～16時30分　　　【持ち物】保険証、受診料　　　◆一部変更の場合があります。
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

○救急電話相談（24時間365日対応） 救急安心センターぎふ　

・携帯電話、プッシュ回線からは局番なしの ＃7119
・ダイヤル回線、IP電話などつながらない時は ☎058-216-0119
（※岐阜県内に居住または滞在している人に限ります）

　 夜間・休日の受診についての相談 ●

町保健センター

西美濃厚生病院
（婦人科）

西美濃厚生病院
（健診センター）

船戸クリニック

町内在住の人健康相談
相
　談

検
　
　診

【予約不要】
心身の悩みや健診結果、
食事などの相談

４月～７月生まれの人は
４月～７月受診、８月～
11月生まれの人は８月～
11月受診、12月～３月
生まれの人は 12月～令
和８年３月受診でご案内
します。

健康診査申込票で申し込
まれた人には、実施月の
２週間前に案内を送付し
ます。

上記以外で希望する人は、
実施前月 15日までに町
保健センターへ電話にて
お申し込みください。

20歳以上の女性
（前年度未受診者）

30歳以上の女性
（前年度未受診者）

子宮頸がん検診（医療機関）
●料金　　500 円
●検診内容　細胞診

乳がん検診（医療機関）
●料金･検査内容
・30～39歳　300円
　超音波検査
・40歳以上　　500円
　超音波検査･マンモグ
ラフィ

火・金曜日の午前

月・土曜日の午前
（土曜日は月に２回）

月～金曜日の午前、
隔週金曜日の午後

５月12日(月)
[受付時間] 10時～11時

※対象はすべて町内在住者（住民登録者）です。

15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書
②妊婦さん本人のマイナンバーカード（無い場合は通知カード、住民票の写しなど）
③妊婦さん本人の運転免許証またはパスポートなど
④妊婦さん本人の振込先金融機関口座のわかるもの（通帳・キャッシュカード）
⑤印鑑
⑥妊娠判定に要した受診費用の領収書および明細書（原本）
　※氏名、診察年月日、産科医療機関名が記載されたもの

※母子健康手帳交付時に「妊婦のための支援給付の申請書」、「妊娠判定に要した受診費用助成金申請書」などもお渡しします。
※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」、「産婦健康診査受診票」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合や必要な持ち物が準備できない場合は、事前にご連絡ください。

４月18日（金）

５月２日（金）

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
母子健康手帳の交付に必要な持ち物受付時間　日　時

13時20分～
14時

10時30分～
11時30分

13時～14時

令和６年12月１日～
令和７年１月15日生まれ

乳幼児の発達・発育に不安
や悩みをもつ人

令和４年３月１日～
　　　　４月30日生まれ

令和５年３月１日～
　　　　４月30日生まれ

令和５年９月１日～
　　　　10月31日生まれ

令和６年６月１日～
　　　　７月15日生まれ

該当者には２週間前までに通知
します。

乳 児 健 診

1 0 か 月 児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

育 児 相 談

パパママ教室
内容：出産後の育児についてなど

健
　診

教
室

相
談

【要予約】
母子健康手帳を持参してください。

実施時間
10時～11時

【申込期限】
５月２日（金）

令和６年12月・令和７年１月･２月
妊娠届出者

４月22日（火）

４月22日（火）
５月13日（火）

５月10日（土）

離乳食学級
内容：離乳食のすすめ方の話など

実施時間
10時～11時

【申込期限】
４月18日（金）離乳期乳児の保護者４月25日（金）

５月20日（火）

５月14日（水）

５月13日（火）

４月15日（火）

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対　　象 備　　考

満 65歳到達時に対象者には予診票を郵送します。65歳の人 4,000 円
（接種した医療機関で支払う）高齢者肺炎球菌

※接種時に 60歳以上 65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器に重い障がいがある人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に重い障がいのある人（身体
障害者手帳１級程度）は対象となります。接種を希望する人は身体障害者手帳を持って町保健センター窓口へお越しください。

高齢者の予防接種（接種場所：町内指定医療機関） 

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関など） ※予防接種は通年実施しています。
対　  　　　　象 予診票の配布方法予防接種名

出生月翌月末に郵送します。

※五種混合は四種混合・ヒブを接種して
　いない人が対象となります。

対象者に郵送しました。

乳児健診で配布します。
10か月児健診で配布します。

10か月児健診で配布します。
３歳児健診の案内に同封します。

満９歳到達時に郵送します。

対象者に郵送します。

中学１年生の女子に郵送します。

対象者に郵送します。
接種期限：令和８年３月31日

【ﾛﾀﾘｯｸｽ】出生６週０日後～24週０日後の人
【ﾛﾀﾃｯｸ】出生６週０日後～32週０日後の人
生後２カ月～60カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～60カ月未満の人

１歳未満の人

１歳未満の人

第１期：生後12カ月～24カ月未満の人
第２期：平成31年４月２日～令和２年４月１日
　　　　生まれの人
生後12カ月～36カ月未満の人
第１期：３歳～生後90カ月未満の人

第２期：９歳～13歳未満の人

11歳～13歳未満の人（小学６年生）

中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症

B 　 C 　 G

日 本 脳 炎

水 痘 （ 水 ぼ う そ う ）

四 　 種 　 混 　 合
ヒ 　 ブ

（第１・２期）
麻 し ん ・ 風 し ん

（ジフテリア・破傷風）

※１

※２

二 種 混 合

（子宮頸がん予防）
ヒトパピローマウイルス感染症

小 児 肺 炎 球 菌
Ｂ 型 肝 炎

五 種 混 合
（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ・ヒブ）

定期接種の対象年齢を超えて接種可能な人
※１＜日本脳炎予防接種＞
　　平成17年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない人は20歳になるまで接種できます。
※２＜ヒトパピローマウイルス感染症予防接種＞
　　平成９年４月２日～平成21年４月１日生まれで、令和４年４月１日～令和７年３月31日までに１回以上接種をした人で未完了の人は、令和８年３月31
日まで接種できます。
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■問 養老公園事務所　☎32-0501

養老公園からのお知らせ養老公園からのお知らせ

『もの忘れ・認知症個別相談』のお知らせ
●対象者　もの忘れや認知症が心配な人やその家族

日にち 時　間 場　所 内　容 申込期限

５月１日（木）

10時～11時30分
（相談時間30分程度）
※事前に電話予約
　が必要です。

４月25日（金）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

●認知症地域支援推進員が認知症に関する疑
問・介護方法などについて個別に相談を受け
ます。

『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ
●対象者　町内在住の人

不要

日にち 時　間 場　所 内　容

５月13日（火） 10時～ 11時30分

●もの忘れが始まっている可能性について、点数で判
定できる機器を使用し、５項目の質問に対話方式で
答えていただきます。１人あたり５分程度です。
※このチェックは、認知症を診断するものではありま
せん。認知症の診断には、医療機関の受診が必要です。

申込

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

問 町地域包括支援センター
☎33-0270　養老町石畑523

申地域包括支援センターからのお知らせ

認知症カフェの運営事業者を募集します
　町では、認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、認知症の人とその家族、地域住民、専門職など
が気軽に参加し、集うことができる「認知症カフェ」を令和７年度に開設・運営する事業者を募集します。
１．募集事業者数　３事業者（町内各中学校区ごと）
２．応募資格　町内に所在する団体で専門職を配置できるなどの要件を満たす法人など
３．申込方法　４月 30日（水）までに健康福祉課あて関係書類を提出してください。
※応募資格や提出書類の詳細は、町ホームページに掲載の「養老町認知症カフェ運営事業者
募集要領」または健康福祉課にてご確認ください。

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

健康福祉課　☎32-1105

広報ようろう　2025.4.129 広報ようろう　2025.4.1 28
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■問 養老公園事務所　☎32-0501

養老公園からのお知らせ養老公園からのお知らせ

『もの忘れ・認知症個別相談』のお知らせ
●対象者　もの忘れや認知症が心配な人やその家族

日にち 時　間 場　所 内　容 申込期限

５月１日（木）

10時～11時30分
（相談時間30分程度）
※事前に電話予約
　が必要です。

４月25日（金）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

●認知症地域支援推進員が認知症に関する疑
問・介護方法などについて個別に相談を受け
ます。

『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ
●対象者　町内在住の人

不要

日にち 時　間 場　所 内　容

５月13日（火） 10時～ 11時30分

●もの忘れが始まっている可能性について、点数で判
定できる機器を使用し、５項目の質問に対話方式で
答えていただきます。１人あたり５分程度です。
※このチェックは、認知症を診断するものではありま
せん。認知症の診断には、医療機関の受診が必要です。

申込

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

問 町地域包括支援センター
☎33-0270　養老町石畑523

申地域包括支援センターからのお知らせ

認知症カフェの運営事業者を募集します
　町では、認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、認知症の人とその家族、地域住民、専門職など
が気軽に参加し、集うことができる「認知症カフェ」を令和７年度に開設・運営する事業者を募集します。
１．募集事業者数　３事業者（町内各中学校区ごと）
２．応募資格　町内に所在する団体で専門職を配置できるなどの要件を満たす法人など
３．申込方法　４月 30日（水）までに健康福祉課あて関係書類を提出してください。
※応募資格や提出書類の詳細は、町ホームページに掲載の「養老町認知症カフェ運営事業者
募集要領」または健康福祉課にてご確認ください。

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

健康福祉課　☎32-1105
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各種相談無料でできます
連絡先相談種類 相談日 時間

人権相談 13時～16時 健康福祉課
☎32－1105町老人福祉センター

行政相談
（行政への苦情などを受けます） 13時～16時 総務課

☎32－1101町老人福祉センター

心配ごと相談 13時～16時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

定期職業相談
13時30分～
15時30分 町福祉センター

☎32－1147
町福祉センター

場所

法律相談
（弁護士が相談を受けます）

要予約

４月16日（水）

４月８日（火）
５月13日（火）

４月７日（月）・21日（月）
５月２日（金）

４月４日(金)
５月２日(金)

４月９日（水）・16日（水）
５月14日（水）

４月９日（水）
５月14日（水）

４月17日（木） 13時～15時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます）

10時～12時
13時～15時

産業観光課
☎32－1108産業観光課

随時
メールでご相談ください(申込先メールアドレス：yoro@yorocon.com) 

マリサポメール相談室
（婚活相談会）

子ども課
☎32－5078

都合により、予定が変更となる場合があります。

要予約ひきこもり相談
発達障がい支援相談

13時30分～15時
終了時間は変更す
る場合があります

健康福祉課
☎32－1105町中央公民館　第1会議室

月に１回開催（第１金曜日のみ）となりました。

（
２
月
１
日
〜
28
日
受
付
分
、敬
称
略
）

期日までに忘れずに納めましょう

＊口座振替日は４月30日（水）です。

◆介護保険料　　　　　　　　　　　１期分

◆水道使用料・下水道使用料・
　農業集落排水使用料・住宅使用料　４月分

お
誕
生

お
く
や
み

　

転入
出生

人
人

64
5

転出
死亡

人
人

69
37

人口
男
女
世帯数

…
…
…
…

人　
人　
人　
世帯

25,874
12,773
13,101
10,429

（－37）
（－12）
（－25）
（＋7）

編　集　後　記
　早いもので令和６年度が終わり、令和７年度を迎えました。
元号が平成から令和に変わったのが、つい先日のことのよう
に感じます。西暦の下２桁から「018（レイワ）」を引くと、
令和何年かがわかるそうです。うまくできていますね。余談
はさておき、この７年間を振り返ってみると人生の転機がた
くさんありました。そろそろ人生の折り返し地点を迎える私
ですが、なんとなく生きていたらあっという間に終わってし
まいそうなので、もっと今を大切にして生きていきたいと思
います。 Ｍ・Ｏ
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人口の動き
令和７年２月28日現在　（　）内は前月比

養老町民会館の空調改修工事に伴う貸館停止について
　養老町民会館は、町民の芸術文化および社会教育の向上と、福祉の増進を図る拠点として平成３年（1991 年）に開館し、
現在まで多くの皆さまにご利用いただいています。しかし、今年で建築後34年目を迎え、空調設備の老朽化が進行しており、
改修工事を実施する必要があるため、下記のとおり貸館を停止します。
　利用者の皆さまには大変ご不便とご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

◆貸館停止施設
　養老町民会館大ホール　※なお、町図書館は通常どおりご利用いただけます。

◆貸館停止期間
　９月１日（月）～令和８年８月 31日（月）（予定）
※改修工事の進捗状況により、貸館停止期間が変更となる場合があります。
　変更となった際にはあらためてお知らせいたします。

町中央公民館　☎32-1281

ようろう未来会議の参加者を募集します！
　町では、養老町まちづくりビジョン・後期テーマ別の策定にあたり、アンケート調査を実施しました。得られたアンケー
ト結果を基として、さらに詳細な意見や考えを聴取するために、町民参加型のワークショップ「ようろう未来会議」を開
催します。
　「こんなまちにしたい」「こんなことをしたい」など、日頃から感じていることについて、意見交換をしていただける人
を募集しています。皆さま、お気軽にご応募ください。

●開催日時・場所

●申し込み方法
町ホームページ内の記事（https://www.town.yoro.gifu.jp/docs/2025030600035/）より参加申込書
をダウンロードいただき、必要事項を記入のうえ、郵送、ファックスまたはメールにてお申し込みください。
　申し込み先　養老町役場　総務部企画財政課　まちづくり企画係
　　　　　　　〒503-1382　岐阜県養老郡養老町高田 798 番地
　　　　　　　Fax：32-2686　メールアドレス：vision@town.yoro.gifu.jp

●その他
　募集人数に到達次第、募集を締め切らせていただきます。
　ご不明な点がございましたら、企画財政課あてお問い合わせください。

企画財政課　☎32-1102

日時

６月 21日（土）　13時 30分～ 15時 30分

７月５日（土）　 13 時 30 分～ 15時 30分

７月 19日（土）　13時 30分～ 15時 30分

場所

町役場４階　大会議室

第１回

第２回

第３回

●参加できる人（次の全ての条件を満たす人）
　①町内に在住、在勤または在学している人
　②ワークショップの全日程に参加できる人

ようろう未来会議について
（町ホームページ）
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乗って守ろう
養老鉄道

養老町の子育て支援アプリ

妊娠から出産、育児までを
フルサポート！養老町防災行政情報

■養老町防災アプリ

iPhone版 Android版

あんしん防災ネット
■養老町の防災情報メール配信

PC/スマホ版 フィーチャーフォン
（ガラケー）版 養老町の子育てサイト

子育てに関する情報が満載！

第42回全国都市緑化ぎふフェアが開催されます

養老公園の４月おすすめイベント

　４月より国内最大級の花と緑の祭典「全国都市緑化ぎふフェア（愛称：ぎふグリーン・
ライフフェスティバル 2025）」が開催されます。美濃地域の６つの県営都市公園と飛
騨地域の大自然を会場として、自然と共生した暮らしを体感・体験する様々な展示や
イベントが展開されます。

　関ケ原古戦場や山車祭りなどの西美濃地域の観光や歴史、文化のほか、古くから岐阜県に息づく薬草文化に触れ合う
イベントを開催します。

詳しくはフェア公式ホームページをご覧ください。

●開催期間　４月 23日（水）～６月 15日（日）
●会場

会場テーマ：歴史・文化、アート
養老公園

会場テーマ：バラ・花
ぎふワールド・ローズガーデン

会場テーマ：木・林
岐阜県百年公園

会場テーマ：里のみどり
ぎふ清流里山公園

会場テーマ：未来・夢
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